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発刊 に当たって

今までの感覚では考えられないほ どのス ピー ドで教育の状況が変化 しています。 また ,

教育課題 も山積 し,社会の変化 と融合 してますます複雑化 しています。 このような中,新

しい時代に対応する教育基本法,学校教育法が改正 されてお り,そ れ を踏 まえて,学習指

導要領の改訂が年度内に行われます。改訂案によると,基本的には 「生きる力Jを は ぐく

む現行学習指導要領の理念を経承 し,そ れを支える「確かな学力」 「豊かな心J「 健やか

な体Jの 調和を重視す るもの となつています。授業時数については小学校低学年で 2時間

増 , 3年 生以降中学校 3年生まで 1時間増 となるよ うです。

子供に確かな学力をはぐくむためには,基礎的・基本的な知識・ 技能を習得 させ ,そ れ

を基に思考力・ 表現力・ 判断力を育てなが ら,学習で得た楽 しさ,満足感などか ら,さ ら

に関心・ 意欲・態度を引き出すなどバランスのよい指導を心がけることが大切です。今 ,

学力低下が懸念 されている中で,単 に時数 を増やせば学力の向上が図 られ るとい う単純な

ものではあ りません。例 えば子供一人一人に満足感,達成感 を与えるよう,学習の質や指

導の効率を高める工夫を したいものです。

我々教師は, 日々変化す る子供の前に立っています。そこでは,い つ も同 じや り方は通

じません。ですか ら教師 自身 , 日常の子供 とのや り取 りの中で,喜 んだ り,悩 んだ りしな

が ら,子供に とつて何がよいのかを自問 自答 しています。

また私たち教師の指導力は完全なものではあ りません。指導の得手,不 得手があ ります。

ですか ら,学校間や教育研究所 を含めた教育関係機関 との連携や各種研修講座等への参加

によつて,よ り高いスキルを得 る努力が必要です。

留萌管内教育研究所の計画は, 3か年計画の 2年 次を終了 しま した。前年度の研究基盤

を基に今年度は研究協力員,研 究協力校の授業による検証を行いま した。それぞれの学校

や学級の置かれている状況や抱えている課題は同 じではなく,そ の必要とされるものも違っ

ています。 しか し,学習の 目標やね らいに向かつて授業を成立させ ようと,様 々な試行錯

誤を経なが ら努力を続けるとき,そ こに共通の要素が生まれて くることは誰 もが理解す る

ところです。

留萌管内教育研究所の研究員はテーマを踏 まえなが らも協力校,協 力員の思いを共有 し

なが ら検証授業の検討を行つてきたつ もりです。私たちは,今 回得 ることができた貴重な

実践資料を基に来年度の研究に取 り組みます。 また,こ の研究が各学校の授業づ くりに少

しでも役立て られれば幸いです。

最後に,こ の研究に深い御理解 と御支援をいただいた留萌教育局,留 萌管内市町村教育

委員会,そ して,全 力を傾注 して研究に加わられた研究協力員,研究協力校の皆様に心か

ら感謝申し上げます。

平成 20年 3月

留萌管内教育研

所  長

蛎
檜 森 博 仁
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I研究の概要



11薔
"圭
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「
にかかわ

現代 に生 きる子供 た ちは ,社会の激 しい変化 によつて将来への展望 を も

ちに くくな つてい る。 その背 景には,豊 かな人間性 や社会性 をは ぐくむ上

で重要 とな る 自然体験・ 社会体験 の機 会や場 の減少 ,倫 理観や社会性 の不

足 ,規範 意識の低 下,自 立の遅れ等があ る。 それ らは,学校 にお ける暴カ

行為や い じめ,不 登校 とい つた憂慮す べ き問題 に ,大 きな影響 を与えてい

る と考え られ る。

また ,最 近では,い じめに端 を発す る とされ る中学生の 自殺 な ど,早急

かつ具体的な手立てが求 め られ てい る。 この よ うな学校教 育が抱 える問題

を未然 に防 ぎ,ま た改 善へ と導 くため,豊 かな心 をは ぐくむための教 育が

求め られ てい る。

本研 究所 では,こ れ まで 4次 に及ぶ 共同研 究 を行 つて きたが ,い ずれ も

学習指導 に重点 を置いて研 究 を進 め,様 々な成果 を収 めて きた。 また,研

究 を推進す るに 当た り,各 教育機 関の協力の 下,管 内教育の実態 に照 ら し

合 わせ ,教 育現場 で生 きる実践 を行 うべ く,研 究主題 を設定 して きた。

今回新 たな研 究 に取 り組 むに 当た り,こ れ まで推進 して きた 「学 びの教

育」 と両輪 を成す とい える 「心 の教育」の充実 を図 りたい と考 えた。 同時

に,心の教 育の基礎 となる道徳教育に関す るア ンケー トを管内にお いて実

施 した ところ,研 究の推進を求める意見が多 く聞かれた (※ 巻末付録「『 道

徳教育に関するアンケー ト調査』の結果 と考察」参照 )。 管内教育の一層の

充実のため,本研究主題の下,研究を推進す る。

北海道教育研究所連盟 (道 研連)で は,今 ,学校や教師は何をすべきか ,

その具体的な方策について模索すべく,研 究主題を 「
『 確かな学力』 と『 豊

かな心』をはぐくむ新 しい学校教育の創造」 と設定 して,研究を進めてきた。

次のページのように 3つ の部会を組織 し,主題の解明に向け研究を重ねた。

「心の部会」では,「 豊かな心」をはぐくむために,自 らを知 り自らを高め

ようとする中で将来に向けて 自己の在 り方や生き方を確立 し,ま た他 との

かかわ りについて考え集団や社会に貢献しよ うとす る中で共に支え合い生

きてい く力を身に付けさせ ることが大切であるとい う基本的な考えを打ち

出 している。本研究を推進す ることにより,道 研連の研究の深化の一翼を

担 うことができると考える。
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3研嘉圭■のおさえ

「未来を拓く
力」とは

「心の教育」
とは

現代 の ■供 た ちには,「 未来 を拓 くカ リカヽ求 め られ てい る。「未来を拓

く力」 とは,現 代社会の激 しい変化に対応 し,常 に前向 きな姿勢で,未
来に夢や希望 を もち,自 らの人生や未来を切 り拓 いてい く力であ る。

人が未 来に希望 を もって生 きるためには,そ れ ぞれ の理想像や H標 を

明確 に し,そ れ を実現す るための実践 力を身 に付 けるこ とが必 要であ る。

その実践 力を養 うために,重 要な要素 となるのが 「豊かな心 」であ る。
「豊かな心 Jと は ,美 しい ものや 自然 に感 動す る′とヽ,lE義 感や公 正さ,生
命や 人権 を尊重す る態度 な どの様 々な感性 であ り, こ うした人間性 や社

会性 を育てるのが道徳教 育であ る。

「自分を見つ

める」とは

自 らの 力 で 木 来 を切 り拓 く

れ ば な らな い。 そ の 第 ‐歩 と

自己 を 肯定す る こ とで あ る。

分 の抱 え る問題 は何 な の か ,

の よ うな ri己 理 解 を深 め , 自

4iき 方や 在 り方 を探 究 して い

に lt,自 己の 在 り方や ′liき 方 を確 立 しな け

して必 要 とな るの は ,自 己 を的 確 に理 解 し ,

自分 の もつ個 性 とは どの よ うな もの か , 自

自分 は どの よ うな 存 在 で あ りた い の か ,そ
己 肯定感 を 高 め る こ とで,積極 的 に 自分 の

こ うとす る姿勢 を身 に付 け る こ とが で き る。
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「他と豊かに
かかわる」と
lさ

「心の教育」
にかかわる各
領域の連携に
ついて

現代の社会や学校 が抱 える問題 ,す なわ ちニー トの増加や少年犯罪 の

頻発 ,い じめや 不登校等の問題 の背 景には,他者 と豊かにかかわ り共に

生 きてい く心や方法が身 に付 け られ ない状況があ る。 望 ま しい人間関係

を築 くこ とがで きなか った り,互 いの人権 を尊重で きなか つた りす る中

では,共 に支え合い高め合 うことは困難 であ る。

互いの思 いや意 見を適切 に伝 え合 う力 を身 に付 け るためには,集 団活

動 を行 う中で,一 人一人が 自分 を主張 し,他 を認め,生 き生 き と生活 で

きる風 土を形成す る ことが求 め られ る。 その 中で,個 々の子供が心の充

実や存在意義 を実感 できる活動や 互いの考 えや 意見を豊かに表現 し合 う

活動な ど,集 団活動の 工夫について研 究 を進 め ることが求 め られ る。

また,広 い意味での他 とのかかわ りと して,家庭や地域社会 ,自 然 と

のかかわ りが考 え られ る。 その過程 にお いては , 自然体験や ポ ランテ ィ

ア活動等の体験 活動が重要 となって くる。 体験 を伴 った活動は ,自 然や

美 しい ものに感 動す る心や感性 ,生命 を大切にす る心や 異質な もの を尊

重 し受 け入れ る寛容な精神 を,直 接 的 には ぐくむ ことがで きるためであ

る。 さらに,そ れ らの活動 を通 じ主体的 に物 事に取 り組む 姿勢 を身 に付

ける ことも重要であ る。 自ら課題 を見付 け,学 び考 え,問 題 を解決す る

力を養 うことが ,未 来を切 り拓 くこ とにつなが る。

「心の教育 Jは ,道 徳 の時間のみ な らず ,特別活動や総合的 な学習の

時間 ,各 教科の学習 にお いて も,意 図的 に実践 し,連携 を図 る ことが大

切 であ る。 それ ぞれ が有機 的 に絡み合い,補 充・ 深化・ 統合す る ことに

よって,そ の教 育的効果は大 き くな る。 自己を理解 した上で他 とかかわ

り,再 び 自己を見つ め直す こ とで深 い 内省 が 生 まれ た り,広 い視 野 で

様 々な もの とかかわ る中で ,道 徳性 が発揮 され 更な る深化 を遂 げた り ,

あるいは多様 な体験活動の 中で見付 けた 自己の 日標 を達成す るため,内

なる対話を繰 り返 した りと,各領域 の効果的 な連携 を図 る ことは重要な

意味 を もつ。
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4目綱す子供●

◆自らを知 り.主 体的によりよ<生 きようとする子供

◆自らの個性を生か しながら,他者と支え合い生きようとする子供

◆理想の実現に向けて,自 らの思いを実践できる子供

効果的資料
の活用

bき心をはぐく¬

自己理解の

深まり

寛書・受害
公正・公平

みんなと協力
しながら…

ブ

ベ ー

自分の夢を見付けた !
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5研究の傾贈と視点

特別活動において,個性 を大切に しなが ら,集 団の一員 としての責任を自党できるよ

うな学習活動を行 うことで,共 に支え合つて生活 しようとする実践的態度をは ぐくむ こ

とができる。

■■の指導に

道徳 の時間にお いて,自 己理解 を促 し自己肯定感 を高め るよ うな学習活動 を実践す る

ことで,道 徳 的価値の 自党 を深 め させ ,積極的 に 自己の在 り方や生 き方 を確 立 しよ うと

す る主体性 をは ぐくむ ことがで きる。

〉
―

〉 ① 心 に響 く資料の開発・ 工夫 ②指導体制 。方法の 工夫

③他領域 との関連付 けを図 つた指導の Ii夫

日の指導に■

口の■日の

総合的 な学習の時間にお いて ,子 供 の実態 に応 じ,地域や学校環境 の特色 を生か しな

が ら学習活動 を行 うことで,自 己を実現 し,未 来 を切 り拓 く実践力 をは ぐくむ ことがで

きる。

〉

…

〉 ①地域環境を生かした体験活動の工夫 ②指導体制・方法の
「

夫

③他領域 との関連付 けを図 つた指導の I夫

〉

…

〉 ①学校行事や学級活動における集団活動の工夫 ②指導体制・方法の工夫

③他領域との関連付けを図つた指導の

6研究の計■

(1) 研 究 期 日

1`4"え 18年 度 か ら 1勺皮 20`|:度 まで の 3か 年 継 続 研 究

(2) 研究領域

【道徳】 【特別活動】 【総合的な学tllの H寺 間】

(3) 研究の方法

① 研 究員会議や研 究協 力校・研 究協 力員 との合 同研 究 会議 ,道 研連 との共同研 究な

どを通 して,研 究内容の検 言ヽ1や 交流 を行 う。

② 研究 協ノリ校 及び研 究協ノリ員に よる授 業実践 を通 して,研 究内容についての検証 を

進 める。

① 研 究の まとめ と して,各 年度 末には研 究紀 要を発 llす る。

b



(4)年 次 計 画

遺■の時日の相導に日し

18年度 (1

20年度 (3

に口 く口■0口
"・ 工夫

深 く心に響き 自己

を振り返る中で,道徳

的価値をはぐくむ資料
の開発・工夫

②指導体制 。方法の工夫

③他領城との関連付けを

図つた指導の工夫

①手崚行事や攀饉活●に

おける●口活口の工夫

個性を大切にしながら

集団の一員として生活で

きる実践的態度をはぐく
む集団活動の工夫

②指導体制 。方法の工夫

③他領城 との関連付けを

図つた指導の工夫

①●■■■を生かした体

■■●0工夫
地 域

を生かし 他と触れ合う
中で未来を拓く力をはぐ
くむ体験活動の工夫

②指導体制 。方法の工夫

③他領城 との関連付けを

図つた指導の工夫

①心に響く資料の開発

・工夫

②指導体制 。方法の工夫

O●錮■との日日付けを

■つた

"80工
夫

19年度 (2

自らの考えを表現し集団
で考えを深める中で 生活
にはたらく実践力を養う指
導の工夫

①学校行事や学級活動に

おける集団活動の工夫

②指導体制 。方法の工夫

③●錮■ と0日■付けを

口つた相●0工夫

①地域環境を生かした体

験活動の工夫

②指導体制・方法の工夫

00領■と0■日付けを

目った■Oo工夫

①学校行事や学級活動に

おける集団活動の工夫

④
"導

体■・方法の工夫

③他領域 との関連付けを

図つた指導の工夫

①心に響く資料の開発

。工夫

0"●体■・方法0工夫

自他の経験や考え方を
生かし活動する中で 道
徳的価値観をはぐくむ指
導の工夫

③他領域との関連付けを

図つた指導の工夫

①地域環境を生かした体

験活動の工夫

0■導体■・ 方法の工夫

地域の人材や環境を生か
し探究活動を行う中で 自
己の生き方を考える態度を
はぐくむ指導の工夫

③他領城との関連付けを

図つた指導の工夫



(5) 今年自の計画

4月 。年間計画立案

。今年度の研究の焦点化

。道研連定期総会

【4月 20日 (金 )】

5月 。第 3回 合同研究会議

(今 年度の研究の推進,検証授業計画 )

6月 今年度の研 究に関す る理綸の深化

検証授 業 に関す る情報提供

(研 究協力員・ 協力校 に向けて )

7月 ・ 検証授 業指導案検討 ・ 北海道教育研 究所連盟 夏季研 究所員

研修 会

【7月 26日 (木 )～ 27日 (金 )】

8月 ・ 検証授業指導案検討

9月 。第 1回 研究協力員検証授業

(幌 延小学校 =梶  倫之 教論 )

。第62回 北海道教育研究所連盟研究発

表大会 (空 知大会 )

【9月 20日 (木 )～ 21日 (金 )】

10月 ・ 検証授業指導案検討

H月 研究協力校検証授業

(天塩中学校 =伊藤麻郡美 教論

大川 智弘 教論 )

12月 ・ 第 2回研究協力員検証授業

(鬼鹿中学校 =加藤 晃壱 教論 )

・ 第 4回合同研究会議 (研 究紀要作成 )

1月 。研究紀要編集作業

2月 。第 5回 合 同研 究会議

(2年次の研 究の成果 と課題 について ,

研 究紀 要原稿 の技 正 )

3月 ・ 研究紀要第 13号発刊
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7研究の■遺

～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を養うために～

◇自らを知り,主体的によりよく生きようとする子供
◇自らの個性を生かしながら,他者と支え合い生きようとする子供
◇理想の実現に向けて,自 らの思いを実践できる子供

とがでむ
`.
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Ⅱ 本年度の研究

l 道徳の時間の指導に関 して

2 特別活動の指導に関 して

3 総合的な学習の時間の指導に関して



視点 1

学 習 指 導 要 it l「 川lし

及 び ノ、聞 ヒtて び,生 き

ろ Lい え ろ

て 11徳 υ)時 ‖lσ )‖ 標 を 考 え た 場 合,〔 道 徳 的 価 値

ノブ{■ っ い て t/ri光 を深 あ る  ■ Lが そ の  つ で t・ |

遭●的●色の自党については,発菫段階に応 じて多様に考えられるが,次の 3

つの事柄を押さえておくあ晏がある。―つは,遭徳的価色についての理解である。

遺●的薔億が人間らしきを薇すものであるため,同時に人間理解や他者理解を澤

めていくようにする。二つは,自 分とのかかわ りで遺籠的僣饉がとらえられるこ

とである。そのことに合わせて自己理解を澤めていくようにする。三つは,遺●

的薔儘を自分なりに発展させていくことへの思いや課目が培われることである。

その中で自已や社会の未来に

'や
希望がもてるようにする。このような遺徳的債

饉に裏打ちされた人間としての生き方についての自党書澤めることが肝晏であ

る。

遺●の時間においては,こ れ らのことが,生徒の実態に応 じて,■歓的になさ

れるように機々に指導方法を工夫していく必要がある。

(中 学校学口指導甍領 解説―菫●編一 文椰省 )

こ こで は ,児 童生徒 の 実態 把掛 が it要 な 意 味 を t,つ  道 徳 的 価 値 に つ い て の Fll解 が イ(|

分 で あ る場 合 , Ii義 感 や 公 lliさ を lTtん じる .と やヽ 41命 を 入 Ulに し人権 を 尊 l■ す る tヽ /rど の 基

本的 な 倫 Fll観 とい っ た 1)の を 大切 |二 す る態 度 を身 に付 |す させ な :す れ ば な す)な い そ ′)卜 で ,

現 実 の 自分 が ど うで あ るか を振 り返 らせ る 必要が あ る it体 的 に は感 動性 を 含 み 1)っ た資

料 の 活 用 が 考 え られ ,「 ;芭 徳 的 心 情 を 高 め る Jこ とを 大 きなオゴ ,い と した授 業 とい え ろ

また ,通 徳 的 価 値 の Fll解 は 見 られ て (),「 1分 との か か わ りの 中 で と らえ る こ とが で きて

い な い 場 合,lli値 選 択 能 ノJ(i芭 徳 的 11断 力)の イi成  に li点 を 置 い ′i lk・ 業実 践 が 考 え「,

れ る.具 体 的 に は ヽ藤 を 含み 1,つ た 資 料 を活 用 し,道 徳 的 llli l直 に イヽ つ た 1l ltrを 行 わせ た 11

で ,過 Jそ の「1分 の 経 験 と結 び 付 |ナ て 考 え さltる  この こ Lに たつ て , |「 1分 itど うい う 人

間 で あ ろの か | とい う自己 Fl解 が 促 され る と同時 に ,道 徳 的 価 1直 観 を 自覚 させ「 己決 ,t能

ノリを イドllkす る こ とか Cき る

さ らに ,11徳 的 価 値 の Jl解 とllli値 選 択 能 ノノ )定 lYが あ る程 度 の段 階 に 達 して い る場 合 ,

そ の 道 徳性 を iり 発達 させ る こ tLが 求 め られ る  !t体 的 に は ,「 {itた す)が ‖1断 |[迷 う にう

な l者 択  t7D問 題 を有 した 資 料 を活 用 し, 考え を深 め させ る 中 で道 徳性 を 広 く高 め て い く

方法 が 挙 Iザ「,れ る.こ こで は ,1問 題 に つ い て 定 の 結 論 が ′卜され る と、要は な く ,It7 k tt r

後 に 考 えの 深 員りが 家 族 との か か わ りや そ の 後 の 41活 の 中 に まで継 続 す る こ |が 望 たし

い  それ lt,道 徳 的 実 践 意 欲 と態 ′交び)深 ま りを意 味 十 ろ 1)の で 力)ろ  :[視 さオtろ べ き li思

考の 過 程 こあ り, 1り 高 い ,こ 徳 性 の 獲 得 |あ ろ い は 1道 徳 的 実 践 意 欲 と態 度 の 台 bt を

H指 す 授 業 しい う
`itヽ

方が こきる

心に,く



学 習 指 導 要領 で は ,道 徳 の 時 間 に お け る指 導 の 配 慮 事項 の ‐つ が ,次
の よ うに 示 され た  学 級 It任 の 教 師 が 行 う こ とを原 則 とす るが ,校 it

や 教 頭 の 参 加 ,他 の 教 rlliと の 協 力的 な指 導 な どに つ い て li夫 し桁 導 体 制

を 充 実 す る こ とJ これ に 加|え ,家 庭 や 地 域 社 会 との 連 携 を隊lり , よ り豊 か な 説 話 や 講 話

を 行 うこ とで 児 童 4i徒 の 道 徳 的 心情 を 高 め るな ど,指 導 体 制 の It人 が 求 め られ て い る。

また,指 導 方法 の Ii人 に つ い て は , これ まで 広 く活 用 され て きた指 導 方法 を 11か しな が

「,,新 た な指 導 方法 を取 り入れ 効 果的 な活 用 を図 る こ とが lTl要 で あ る 読 み 物 資 料 や 視聴

党 機 器 の 利 用 ,話 合 い ,教 FJ iの 説 l,舌 ,動 作 化 や 役割 演 技 な どに加 え,観 察 や 調 査,実 物 に

触 れ る活 動 ,コ ミュニ ケー シ ョン を深 め る活 動 な どを行 うこ とで ,よ り豊 か な 道 徳 教 育 び)

実践 に取 り組 む 必 要が あ る.同 Hキ に ,資 料 提 示や 発 1円 構 成 を 11夫 す る こ と (),指 導 効 果 を

高 めね らい を達 成 す るた め に 大切 で あ る .

●●●
付け

導の工夫

道 徳 の 時 ‖|は , 各教 科 や 特 別 活 Lll,総 合的 な 学 習 の 時 間 な どで 行 わ れ

る道 徳 教 育 の か な め と して の 役 割 を夕1っ てお り,道 徳 的 実 践 力 を 育 て る

こ とが 求 め られ る

遭●の時間の大きな特徴は.全象青活働で行われる遺籠颯青との日菫を明確に

し,生佳の発達段贈に即 しながら,薔本的な遭●的輌籠の全体にわたって計目的 ,

■晨的に指導するところにある。

遺色の時間は,各敬青活鵬において行われる道薔薇青を,全体にわたって田和

的に補充,澤化,統合する時間である。このことを生籠の立場から見ると,各歓

科や特鵬活動,総合的な学口の時間などで学口した遺徳的請薔饉を,全体にわた

つて人間としての在 り方や生き方という点からとらえなおし。自分のものとして

発展させていこうとする時間ということなる。

(中 学校学口指導晏領 解説―遺●綱一 文椰省 )

本来 ,道 徳的実践 は,そ れ を現実的 に行 うための ノJ,す なわ ち,道 徳的実践 ノノが At盤 に

な |す れ ば 果た され ない.,1徳 r均 .亡、|[サ ゃ i菫 徳的 1判 断 ノリ,道 徳的実践意欲 と態度 とい った I重 徳

的実践 ノ」が身 に付いて こそ ,実 際 の道徳的実践 が
“
I能 にな るの であ る.道 徳的 実践 力は ,

JJ念 な指導 を着実に積み 崚ね ろ ことに よって養われ る 1)の だんヽ らであ る。

また,道 徳的実践 ノ」を lltに 道徳的 人践 を繰 り返す ことに よって,jI徳 的実践 ノリを ltに 詢i

y)る こ とが で きる つ まり,児 it生 徒  人 人の ,■ 徳性 は,j道 徳的 実践 力の 育成 と道徳的

実践の体験が相 71に 響 き合 う中で深 まるの で力)る
.

道徳の時‖1に 培 われ た道徳的 実践 力が ,他 iin域 の どの よ うな活動にお ける道徳的実践 に

結 び付 くのか,あ るいは他領域 で行われ た道徳的実践 の指 導か ,道 徳の時間|の 道徳的 実践

ノリの 合成 とどの よ うに関連す るのか を明確 にす る ことで,学 校教 育全体にお いて充実 した

道徳教 育を行 うこ とが 人リリであ る
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道 徳 の 時間 の展 開例

現代社会の急激な変化に伴い.子供たちが 自然と触れ合 つた り生命の尊 さを感 じた り

する体験が減 りつつある。少年犯罪やい じめ,自 殺 といつた諸問題 を解決するためにも ,

「生命の尊重」 (内 容項 目3-(2))に関する道徳心 を養 うことが求め られている。

このため 学校全体の道億教育 を見直す中で各領城の関連付 けを図 り,指導体制・方

法を工夫することで道徳的価値 を養 うことが大切である。

◆ 重点的な指導を行うためのホイン ト

O生 命 の 尊 重 に 関 す る学

習 活 動 に お い て は ,特
に道 徳 的 心 情 を高 め る

資 料 を開 発・ 工 夫 す る

こ とが 大切 で あ る。 生

徒 の 実 態 に 即 して 興

味 ・ 関 心 を もた せ 心 を

揺 さぷ る よ うな 資 料 を

開 発 ・ 工 夫す る こ とが

重要 で あ る

Oね ら い とす る 道 徳 の 内

容 項 目 に つ い て ,同 時

期 に 複 数 領 域 に お い て

扱 う こ と で 指 導 効 果 を

高 め られ る 。 あ る領 域

の 活 動 に お け る 生 徒 の

実 態 や 見 取 り を 他 領

域 の 指 導 に 役 立 て る こ

と で  充 実 した 指 導 展

開 が 期待 で き る

:

に
道
す
効
体

こ
を
目
人
る
期

徒
き

用
も

導
る
命
を
域

よ
も

生

べ
活
最
指

す
生
成
地

に
り

0

◆ 生命を尊重する心の育成を重点的に取 り上げた指導計画

～″ε″な学どの″″ ～

【薬物乱用防止教室】

|11・ k  ↑キli湾  ' 11

.|  |′
' 1■

 ■4

1'「 ■1  11■
il.  lil  ` 、 ,

]1 14Jイ 、 
′
1.‐  ‐ |

:ト

～麟″の時目～

【1年 一白い自】

自然を彙 し,自 他の生

命を尊重する態度を養 う。

【2年 一
礁午
「

せて】

生命に長敬の念 をもた

せ,精 一杯生 きようとす

る心をはぐくむ。

【3年 一忘れていた手紙】

尊い命 を守 ろうとす る

医師の生き方 を通 して ,

命 を全 うす ることの大切

さについて考えを深める。



◆ ねらい

限りない愛をもつて他の生命を大切にしようとするマザーテ レサの生き方を通 して,か
けがえのない生命を尊重 しようとする心情を育てる。

◆ 学目指導過程の●要

主な学習活動

lL=理 理 慶 撃
fli

■腱本を着用しながら

写■を提示することで ,

心・ 意欲 を嗅虚 す る。

○学級活動 で行 った 「かけが えのない命 」 を想起す る。

○マザーテ レサの写真 を見て,知 ってい るこ とを交流す る。

○ ノーベル 平和賞 を受賞 した際 に晩 餐会 を断 った理 由 を考

えた上で,マ ザーテ レサの願 いを知 る。

・「受 賞 の晩 餐会 は不要 です。 ど うか ,そ の 費用 を貧 し

い人 たちのためにお使 い くだ さい。」

○資料 1を 読み ,自 分だつた らど うす るか考 える。

。「マ ザー は ,路 上に行 き倒れ て い る老婆 に出会 う。 栄

養失調 でやせ 衰 え,死 人の よ うに しか見 えない～」

○資料 2を 読み ,院長の言葉 について 自分の意 見を もつ。

・「この病 院 には余裕 がないん です よ。 ど うせ 死 ぬ に決

まってい る人間 は手 当ての しよ うもない し。 カル カ

ッタには こ うい う人は何 百人 とい るのですか ら… J

O資 料 3を 読み ,マ ザーテ レサが始 めた 「ニルマル ー ヒ リ

ダイ (死 を待 つ人 の家 )Jと い う施設 の意 味 につ いて ,

グルー プで話 し合 う。

○ 「人間に とっての一番 の不幸」 とは何 なのか考 える。
。「最 も悲 じむべ き こ とは ,病 気 で も貧 乏 で もな い。 こ

の世に不要な人間なのだ と思 い込む ことだ。」

○ グス トテ ィーチ ャー であ る医師 (看 護師 )の 話 を聞 き ,

限 りあ る命 の大切 さについて考 えを深 め る。

覇口

"か

ら得た●●
し,遺●的●情●

ろ.また.小グループ

■■■を行い。なロ
する●薇を

カヨ日●J2″きrr●
arr●●ぅ

与えられた自他の命を大

切にすることの大切さを知

る.

…ゲストティーチャーの講

■を目台,生命t尊重する
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会 。生

●,

おけ
の工夫

この よ うな こ とを踏 まえる と,特別活動にお けるね らいは 2つ に大別 され る。

L薇 目は,学級集団の ‐
員 としての 自党 の深化 ,個性 の伸 長,豊 か な人間性 の 育成 を ,

主に学級活動 にお いて進 め ることであ る。

2点 日は ,社 会の ‐
員 と しての 自党の深化 ,基 本的 なモ ラルや社 会′li活 上のルールの習

得 ,協 力 して よ りよい生活 を築 こ うとす る 自 1:的 。実践的態度 の育成 を, l:に 児童会・ 41

徒 会活動や学校行 事にお いて進 め る ことであ る。

児 童生徒の発達段階や 実態 を踏 まえた 上で ,こ の 2つ のね らいについて 重点化 を図 つた

り相互に関連 させ た りす る中で,指 導の 日標 を明確 にす る ことが 重要である。

具体的 な指導体 制の 工人 と しては ,学 級 活動や学 校行 事に保護者や地

域 の 人 を招 い て 共に活動 した り,協 力体 制の ドで指 導 を行 つた りす るな

ど,テ ィー ム・ テ ィー チ ン グを行 うこ とで教 育効果 を高 め る方法が 挙げ

られ る。 内容 は各学校 の実態 を踏 まえ創意 li夫 す る ことが 重要であ るが,例 えば,保 護者

の中学 生時代の話か ら,夢や 希望 を もつ こ とのす ば ら しさについて 考え させ た り,地 域 の

伝 統 文化 を継 承 してい る人や地域経 済の発展 に尽 く して きた人を招 き, 自分の住 む地域 の

す ば ら しさに気付かせ郷 1:愛 を養 った りとい つた取組 が 考え られ る。 また,福 祉体験や ボ

ランテ ィア活動の際 に ,近 隣の福祉 施設や団体の職 員 を指導者 と して招 く例 も挙げ られ る。

指導 方法 と しては,集 団活動 を基盤 と して指導が行 われ るこ とは一 貫 して変わ らない。

特 に重視す べ きは,体 験活動の実施 であ る。学級活動にお いては 「ボ ランテ ィア活動の意

義 の理 解 」,児 童会・ 生徒 会活動 にお いては 「ボ ランテ ィア活 動 な どを行 う」,学 校 行 事

特 別 活 動 は ,I望 ま しい 集 団 活 動 を通 して J児 童 生 徒 の 発 達 を促 す と

い う特 質 を もつ .集 団 活 動 を通 して ,児 童′|:徒 の 個 性 の 伸 長 と調 和 の と

れ た 豊 か な 人間 性 を 合 成 す る こ とが 重 要 と され て きた。 これ に 加 え,現

代 社 会 に お い て 児 童′L徒 が 直 面 す る問題 を解 決 す る こ とが ,今 日求 め ら

れ て い る。
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他領崚と

付けを目

導の工夫

にお い て (〕 ボ ラ ンテ ィア活 動 な ど社 会 奉仕 の 精 神 を 養 う体験 」 な どが 内 容 と して 示 され

て い る とお り,そ れ ぞれ の 活 動 の 場 で 体験 を通 して 4i徒 を f下 成 す る こ とが :[要 で あ る L考

え「りれ る 他 の 体験 活 動 と して は ,幼 りこ, ll tt F,障 が い の ル)る 人 な ど との触 れ 合い , rl

然 体験 や 社 会教 イド施 設 等 の 活 |11に ヒろ 社会 体験 な どが 挙lrら れ る この よ うな 体験 活 動 と

|'「 せ , ブ レー ン ス トー ミン グや デ ィベ ー ト,ハ ネ ルデ ィス カ ッシ ョン ,テ レビや 新 聞 を基

に した話 合い , :,― ル フ レ イン グ,体 験 発 表な どの指 導 方法 を 効 果 的 に取 り入れ て い く こ

|が 大切 で t・2ろ

児童生徒の '米 来イ
`拓

く力 Jは ,家 庭 ,学 校及 び社会 4i活 な ど様 々な

環境 の 中で 多様 な経験 を通 してイド成 され る 1)の で力)ろ .そ の意味で ,特
別活動の様 々な,I動 li lrl要 な機 会であ る

特用活動における様々な実践活動は,集 団や社会の―員としての自覚,協 力 し

勇慮 :曳 讐昔雪 :董黒:亀 13暑 轟撃L詈驚讐ま:ぜ 1::L全 票 ::二 :毒ニ
においても遺●的な0情・ 判断力,実鵬な欲 と●度などが,身近な生活に結び付
けて澤め られてい くことが期待 される。そのためには,遺籠の時間の指導 と特別
活●における様々な実践 とを十分田遭付けて進める必要がある。また,具体的な
生活や行動に遺億的な理解が生かされるためには,特別活動における様々な活動
の場面において,そ れぞれの特質に応 じた適切な指導 を行 うことが大切である。

遭籠像青の 目●は,特別活動の実餞の場面における指導 を通 して澤め られるこ
とが多いが ,こ れ を更に自党的なものにまで高め,様 々な生活の場面で実際に生
か していく必要がある。

(中 学校学口指導晏饉 解説―特別活働編一 文椰省 )

特 別 活 動 と総 合 的 な学 習 の 時 ‖lの 連 携 を 考え ろ Lき ,そ の 関連 の 深 さゆ え に慎 Tlな 対応

が 求 め ,,れ ろ 児 童 1:徒 の 興味・ 関′と、ゃ 体験 的 な ,I F711を ,1視 し,人 ‖1と して の 11き 方 を指

導 す る点 な どにお い て,両 者は lt iJす ろ そ υ)た め 、 実際 の指 導 に J(た って は ,総 合的 な

学 習 の 時 間 で の 子 習・r動 が 特 別 活 動 の r・
l活 動 に

`こ

展 し,特 りl活 動 で実践 的 ,体 験 的 に 学

ん だ こ とが 総 合的 な学 習 の 時 ‖1に たり l■ 実 的 な 意 味 を 与ズ,充 実 させ る とい う11′「 補 完 的

で , 11々:避 流 的 な 関 係 の 作 り方が探 究 され て ltヽ

方で , 口
'者

の 類似 点 の 多 さか r,安 易に liね 合 わせ た リトJ様 に扱 った り しな い よ う1マ 意

す ろ こ と {,∠、要 で ル,ろ  特 lj l活 動 にお tヽ て は , サt体 的 に 体験 し,感 し, 考え,学 ぶ こ とが

lrl視 され ,総 合的 な学 習 の ‖十‖|に お い ては ,活 動 の 過 程 で rl「 ,課 題 を 見い だ し,問 題 解 決

ノリや 学 び リプを 会 得す る こ とが Tl視 され る

― 卜1-



1寺 EIJ活 動 の 展 開 例

現代社会において子供たちが抱える問題の一つとして,集団や社会の一員としての

自党をもてず.責 任感が不十分で望ましい人間関係を構築できないといつた実態が見

られる。このような問題を解決するために 多様な体験活動を通 して幅広いかかわ り

をもたせることが大切である。

◆ 重点的な指導を行うためのホイン ト

0地 域 社 会 に は ,生 徒 の

生 活 と深 い関 係 を も つ

施 設 や .将 来 的 にか か

わ るで あ ろ う施 設 が 数

多 く存 在 す る 。 それ ら

を活 用 し 普 段 は意 識

しな い地 域 との つ なが

りや社 会 の 一 員 と して

の 責 任 を 自党 させ る こ

とが大切である

◆ 社会の一員としての自覚の育成を重点的に取 り上げた指導計画

:ト

～特別活動 ～

【生徒会活動における地
域ポランテイア活動】
生徒会が中心となつて

地域の美化を呼びかけた
り冬季の除■を行つたり
する。
【地域行事への,加】
海岸清掃や福祉活動ヘ

の積極的に

'加
する饉産

を養う。

>

じ
る

Ｊ
せ

ｏ
を
生
導
る
制
れ

と

せ
場
わ

る
法

の
指
れ
体
ら

轟̈押赫』師人一人一̈
“̈

会
を
　
交
大

　

一
感

に
的
と

社
覚
ま
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も

で
　

任
身
果

こ

や
自

に
々
と
中

し
責
を
効
く

団

の
め
様

こ
の
夫
が
力
う
築

集

て
た

で
る

そ

工
徒
能

よ
を
る

0 0道 徳 の 時 間 に お い て養

わ れ た 道 徳 の 内容 項 目

に つ い て 実 践 的 態 度 が

求 め られ る よ うな体 験

活動 を特別活動で行 い

さ らに は それ らを振 り

返 り広 げ深 め る発 表 活

動 を総 合 的 な学 習 の 時

間 に 行 うな どの 工 夫 が

考 え られ る



◆ ねらい

地域の福祉施設訪間を体験す る中で,「 お年寄 りのために自分たちにできること」に
ついて考えさせ,社 会の一員 として自党をもつて生きる態度を養い,協 力 してよ りよい

生活を築 こうとする実践力を育てる。

◆ 学目指導過程の概晏学目指導過程の概晏

主な学習活動 裁

　

つ
ミ
る

●

え
カ

各学年0●

“

が連携

を目り,■学年目の交

流が円滑に進むよう心

がける。

0「 福祉 Jと い う言葉 について考 え,小 グルー プで話合っ

た後 ,全体 で意見交流 しなが らその意味 を理解 す る。

・ 障がいのあ る人 を思いや る こと

・ 人 と人 が助 け合 うこと

。誰か を支 えるこ と

。みんなが幸せ になる こと

○異学年グループを作リノレーンストーミングを行い,自

分 たちの身 の回 りにある 「福祉 」 を想起す る。

・ 老人ホーム

・ 保 育園 ,幼 稚園 ,学校

・ 診療 所 ,病 院

・ ディケアサー ビスセ ンター

。社会福祉 協議会

○福祉 ボ ランテ ィア活動 の意義や心得 に関す る映像 資料 を

見て考 えを深 める。

○地域 の福祉 の充実の ために , 自分た ちにできる ことを話

合 う。

・ 福祉施設の訪問

。清掃や除雪な どのポ ランテ ィア活動

・ 年賀状や寒 中見舞 いの取組

○総合的 な学習 の時 間に行 う訪問活動や 清掃活動 な どにつ

いて見通 しを もたせ る。

亀壌の自儀ヨ壇
t=臓 を具体的に
上げ,自 分たちにで
ることを考えさせ

特用活動において

り組んだ計口や準●

活■を.●合的な攀

0時日の訪日活●
かす.口時に・遭
,mにおいても,

4戯0と 0かかわ
●いて1●■0
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視点 3

地 域 や 年 枝 71特 色 |二 応 liて 総 r)的 な 学 習 の Hキ ‖l′ )ll馬 動 を ,■ ν,ろ 場 r)11

1た , 学 習 素 本イベ'施 設 , 人 |イ に つ t｀ て , ル,「 ,か しν)調 rl lろ こ |ル 1必 要 ご

t,ろ  1然 ,歴 史 , 文化 ,福 祉 ,経 済 な ビ ル)「 ,ゆ る 1,の が 教 |イ (レ )対

象 とな る た y).地 域 i二 つ しヽ て 広 (調 イドし■,ろ i llk, tり で,か な 学 習 活 llJlの 実 践 を 11れ |||

す  1,「 ,ろ /し ,総 r)llな 学 習 の‖||‖ l′
'ね

「,い を り1確 |ニ ヒ′lLて ,iり ll HI能 な 施設 や ノ、IJを

地域 に 求 め ろ こ Ll,考 え「,れ , ど
`,「

りの 場 合 イ1,lr動 ヽ71協 プリを依 lllで きる施 tlkや ノ、141i

つ い て  '― 夕を累 積 して い く 二 [か 大切 で
',ろ

地 域 環 境 を 11か した 体験 活 動 υ
'具

体 的「
‖1比 しては ,7夕(の にうた llll′ ti挙 「

',オ
1イ ,

1 総合的な学習の時間での活動のね らいに応 じた体験活動先を開拓するために

情報収集をする。

2 活動内害の観点か ら体験活動先を検討する。

3 体験活動先 と連絡 をとり,体験活動のね らいや内害の確認など,事前の打ち

合わせ を行 う。

4 体験活動を行 う。

5 体験活n後 の感想や研究誌など生徒のまとめた作品をもつて体験活動先にお

礼をし.来年度に向けて打ち合わせをする。

6 本年度の課■ を検討するとともに,体験活動先を一覧壺にまとめ,データを

黒積する。

(中 学校学口指導晏領の展開 ―総合的学ヨロー 明治口書 )

総 合的 な 学 習 の ‖1問 liお |夕 る活 動 の 場 lt,広 範 レH li及 ぶ こ Lが 多い

校 内 1■ お い て は ,図 lt tや [iン しュー タ室  場 合 (二 t´ ,て は lll聴 党 室 や

ill路 学 習 ―
t・ な ■t/・ 活 用 が 考ス r,れ , こオti二 〕|え て校 外 で の 地 域 施 A'υ ),1

り|11)考 え られ るか らで ル)ろ  そ の た め ,校 it・ 教頭 を 含め た枝 内 の lFljブリ体 制 の lFli 11,牛キ1「

学 年 内 にお い て は 1分 な連 携 を図 る と、要が ル)ろ  研 究推 ill係 や 渉 外 係 ,記 録 係 な ど′,役 割

分担 lt i,す ,ろ ん の こ と,実 際 の授 業にお い て 1,テ ィー プ、テ ィー チ ン グを実 践 す る こ ヒで ,

1:置 41社 の 学 習 を たり深 ν)る こ |が 期 イ|さ オtろ   人 ノ、が 体験 を通 [〔 実 感 1,そ の 過

程 で「1分 な り′)(,υ 〉の

'と

方や 考え 方を t,´ ,〔

'1動
を illめ r)ォ tろ にう 支1■ を

「
人■ ろ 二 とが

ll要 で ′ちろ

上た.地 域 の ノ、本イを学 校 |[招 い た り,地 域 施 設 を lr lllし た りす る 中 で,指 i導 体 ‖Jを 充実

させ る こ セ (,「i要 で ル)ろ  1呵 際理 解 ,情 報 ,環 境 ,lll社 ・ 健 康 な ∵11‖lし て ,りこⅢ ll徒 の

興味 ・ 判心 1■ lltう い た

'1動
を ill V)る 中 で ,地 域 t77人 |イ と協 力指 導 体 詢|を 築 く こ とは ,活 lJl

il」 (か り L深 たりを 1,メi「 ,十  人Ujな こ l li 学 校 を |・llく  こ Lで
',|', 

■の tう な ||

的 で地 域 の 施 設 を 111サ llし た い か _ り )1う な こ とに つ い て lll・ プリして 11し い か ,を りl確 に

伝 え る こ Pで t・lる  指 導 方法 に つ い て は ,学 習 指 導 要領 に 示 さオlて い る以 卜の 点 を路 tえ

て 11,(I‐ ろ こ Lん ど` '要 it・ )ろ

17



(1)自 然体験やポランティア活動などの社会体験・ 観察・実験.見学や調査 .

発表や討治 .も の づ くりや生産活動 な ど体験 的学習 ,間 ■解決的 な学習 を積

極 的に取 り入れ る こと。

(2)グ ルー プ学 習や具年齢集団による学習 な どの 多様 な学習形態。地域の人 々
の協 力も得つつ全教師が一体 とな つて指導 に当た るな どの指導体‖ ,地域 の

教材 や学習環境の積極 的な活用な どにつ いて工夫す ること。

(中 学校学習指導要領 第 1章  総則 第 4-5)

t-1・ ,i馬

",',1■

‐
ッtヽ や 付f11111 :11.1‖′性 を ||(十 ′l~:111考 え「,オ 14)|:た 学 |ザ ‖

`

態 lt ごli,1‖ l」 li習 ,Iイ | 11111,IFギ  |`十 イ1111,′ ,「 十1た し`か
`を
,ろ   ソ、 ノ、か `ブ

[′ )7)■,rや I果 4・llを |,:, ||サ ',、  ス 〔J究 l ' 中
「
1111 ' I―「 ζり二∵ん` lit要 なり::′ )11111

り1学 習 を il tヽ  L/多 像メrイ :ヽ り
",lヶ

lぅ 磯 f:ム :多 (`1/1' 1,t rrソ、間|」 ィ系′,llll染 ゃ協 ノj

性 や ネ1:会 社 め 育成 を 目指 11:「 )11 111ill ilや ,11「
`11(1111,十

二JJlを |∫ う~≒
か望 拒ヒtヽ

たた ,総 r)17り な学習め‖サ11',内dlむ i ll」 111Lこ .lll l・ li的 1二

`o人
や「 1論 を llt i,ノ、ォtぅ 二 七 ご

|ご 考 ソリや 表現 プリを高 V〕 ろ 二 L:i求 |′ ,it〔 お |,,1午 |ケ ′1-′ 言1議 (1つ い てII次 の に71

'ノ

|ム ち` ,|)ろ

シンポジウム

3～ 4人 の発表者の発表 を中心に全体討饉を行 う。異なる立場や考え方を明
らかにできる。

2 パネル・ディスカッション

数名の計綸者の座談会 を聞き,3分 の 2程 度の時間経過後,全 体討議を行 う。
3 賛間パネル

バネル・ メンバーに対 し,1～ 2名 程度の質問者が質問 しテーマを掘 り下げ
た後,全体討議 を行 う。

4 ディベー ト

賛成側 と反対側の意見 をあらか じめ用意 し,討論 を進める。意見の相違 を明
確にするのに役立つ方法である。

5 グループディスカッシ ョン
5～ 10名 程度で討織を行い。その後全体討織を行 う。

6 バ ズ法
一般 的には。 6・ 6式 討饉 (6人ず つグルー プが 6分 )を 行 い

討臓 を行 う。意見 を広 く求め る場合に有効 である。

(中 学校学習指導要領の展開 ―総合的学習編― 明治口書 )

|・、「〉白句メrl十イ
',日

||1月 ′う1.11ナ
｀
,11'‐ 11鷲 [1‐ 11  ′[|コ 〉えfl`「 カメt,ョ |,徹 ttii

「 に ,flt((Lォ lろ 十 フリ1「 初
' 1人

,'1を 判世IL詢 IVlを 角イ|夕t[=ぃ (1
導の工夫

I Ⅲ)‖ ll‖ jビ 1 :そ
`)向

つメrr習 ィ,1,1出サを |「 |ll「 イl lⅢI´でいti, 1止 It l Lて 与オ・
｀
″ tろ

結‐r)ll`rl‖ ″,‖ |‖ I11,酋 |11ノ )‖島‖lや キ|り |II動  作教 千1″ ,勺 容 111‖「,ヒ rヽ ゎョ1 1l kォ 1/1

1, |, ご 1, 1   ,|:11:tlら iri h支  1: ′)げ li也 ス |||′ 嗜 L ′'1 1l Jll`iギ

` L l tヽ

   三 ノ,'1;け ( !, |り |」

"バ

1げ )イrtヽ |り「

|| ドル午|1l Jl11 
‐′r_メ 111  11'11 11til JI′ r':1二 ′ル11,スrl,デ  ltろ /1も 11サ ll tヽ ′1り し/rtヽ Lう

西りむ: | う ■ ・ ちヽ ′くUり [ |,'〔 ,

そ の 後 全 体

1ト



総 含 的な 事習 の 時間 の展 開例

| li:|  一 、|    |      |  ́ ‐ 1 ■              ・

現代社会において,地球の環境汚染が大きな問題 となつている。テ レビや新聞で取 り

上げられ,生徒の中にも「環境や自然を大切にする知識」があるように感 じられ る。

一方で,身 近なこととして問題 をとらえ.環境や 自然保全のために考えを深めた り行

動 した りする力が更に求め られているともいえる。このような未来において生きる力を

養 うために,指導方法・体制 を工夫 し,他領域 との関連付けを図ることが大切である。

◆ 重点的な指導を行うためのホイン ト

0環 境 や 自然 に 関 す る学

習 活 動 に お い て は ,地
域 の 学 習 素 材 や施 設 を

活 用 し体 験 活 動 を工 夫

した り,地 域 人材 に 協

力 を依 頼 し生 徒 の もの

の 見方 や 考 え方 を広 げ

た りす る こ とが 大 切 で

ある

◆ 環境や自然を大切にする心の育成を重点的に取 り上げた指導計画

0他 領 城 に お い て 環 境 や

自然 を 題 材 に して い る

学 習 を 洗 い 出 し 関 連

性 を 明 確 に した 上 で

効 果 的 な 指 導 を行 う 。

そ の 際 に  特 に 道 徳 教

育 の 全 体 計 画 に 照 ら し

合 わ せ て  「心 の 教 育 」

の 推 進 を心 が け る こ と

が 重要 で あ る

～″台″な夕F″″″ ～

【地球環境や自然に国す

る■童を墨にした学■】

自ら設定 した課題につ

いてレポー トを作成する。

【ゲス トテ イーチヤー を

招いての口話会】

森作 リセ ンターの職員

による講話会を行う。

:ト ＞

～
i

合

動

年

も

連

テ
導

た

生

を

で

総

活

学

と
が

ム
指

ま

を

法

要

０

～″諄ヽ活動 ～

11年 一宿泊研修】
1:llヽ 11        '

i   l l l :     l・

[2年 一登山】
Ⅲ
Ⅲ l   .. 1｀ ´ | :

｀
1          '′

4‐ ::,' 1

:3年 一修学旅行】

常合的な学日の時■
「地城の環境や自饉

について考えよう』
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◆ ねらい

自分が住む町を清掃活動を しながら観察する体験を基に,地域の環境や 自然について

考えることや海上保安庁の職員の方のお話を通 して,環 境や 自然を大切に しようとす る

心情を育てる。

◆ 学口指導過程の口憂学目指導過程の颯憂

主な学習活動

それを解決する力を身
に付けさせる.

O生徒 会活動 で行 つた地域の清掃 活動 を通 して,考 えた こ

とを各 自プ リン トにま とめ る。特 に事 前に設定 した個 々

の 目標や課題 につ いて考 えを深 め させ る。

・ ごみの種類や 量について調査す る。

→量は予想以上で,タ バ コの吸い殻や 空 き缶が多い。

・ ごみ が捨 て られ てい る場所 の特徴 につ いて調査す る。

→人 目に付 かない場所 に捨 て られ てい る。

→海岸 には,外 国の ごみや海水浴客の ごみが多い。

・ 地域 の 自然環境 の特徴 を調査す る。

→海や川 ,山 な ど多 くの 自然が,ごみ で汚れ ている。

○清掃活動 を行 つた異学年 グルー プ内で意 見交流 を行 う。

・ 異な る視 点や共通す る意見の交流に よる考 えの深 ま り

・ テ ィー ムテ ィー チ ングに よる指導効果 の高 ま り

○ グス トテ ィーチ ャー である海 上保安庁 の職 員のお話 を聞

いた り,実験 を行 つた りす る。

・ 現代 の海洋汚染の実態 について

。環境や 自然 を守 るためにで きること

・ 一度 汚染 され た水 を元通 りにす るための実験

○次時の活動 に見通 しを もつ。

・ 各 グルー プ ごとの レポー トの ま とめや発表 について

ia学年目で活

とで

'様
なかか

もたせる。  ｀

"活
■時に]:

増
=ス

″″活藉

ゲス トティーチャー

講目を行い。より広

視ヽ慮で■増や自おに

いて考えさせる.

オ

…
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Ⅲ 研究協力校・研究協力員の実践

1道 徳

心に響く資料の開発。工夫をねらいとした『心の教育』の実践

天塩町立天塩中学校 伊 藤 麻郡美 教論

2 特BI活動

学校の特色を生かした話合いの活動による『心の教育』の実践

小平町立鬼鹿中学校 加 藤 晃 壱 教論

3 総合的な学習の時間

地域人材0施設を活用した体験的学習による『心の教育』の実践

幌延町立幌延小学校 梶   倫 之 教論



心 に日 く資料の 開発

(中 学 1年

・ 工夫をね らいとした 「心の教育Jの実践

遺饉の時間 主■名『自分の考えに責任をもつこと』)

天塩町立天塩 中学校 伊 藤 麻椰姜

1 は じめ に

(1)主■について

生徒は日常生活を送る中で,周 囲の言動に感わされたり,自 己中心的な考え方で物事

を判断 し行動 して しまった りす る ことがあ る。 正 しい こ とを しなけれ ばな らない とい う

気持 ち と,自 分 に とつて都合の悪 い こ とか らは逃 げて しまいたい とい う気持 ちの 中で葛

藤 を しなが ら, 日々の生活 を送 つてい る。 しか し,中 学 生 にな る と,行 事や 自治的活動

等 を通 して,自 らの行動 に対 して責任 を もち,人や社会 に対 して誠実 に物 事 を行 うこと

の大切 さを理解す る機 会 も増 して くる。

葛藤 に打 ち勝 ち, 自分や社会 に対 して誠 実に行動 してい くことは,人 間 と して非常 に

重要な ことである。 そのためには 自他 を尊重 し,何 が正 しく何 が誤 りであ るか を 自ら判

断 し,行 動 に移す ことをできるよ うにす るこ とが大切 であ ると考 え,本 主題 「自分の考

えに責任 を もつ ことJを 設定 した。

(2)生 籠の実■

明 る く元気 な生徒 であ る。 力 を合わせ て一つの 目標 に向か うことが できる。 男女 とも

に リー ダー性 があ る生徒が多い。 また,方 向 を示せ ば力 を発揮 で きる生徒や リー ダー を

フォ ロー した り協力 して活動 した りで きる生徒 も多い。

学級 全体が明 るい雰囲気 で ,問 いか けに対す る反応 もよい。反 面 ,度 が過 ぎて しまい ,

切 り替 えが で きず騒 然 とす る ことも多い。 日先の楽 しさに心 を奪われ ,自 分本位 とな つ

て しまい,周 りの状況 を考 えた発言や行動がで きない場 面 も見 られ る。

仲間意識や連帯感 はあ るが,お 互いに高 め合 い,よ りよい人間関係 を築 こ うとい う意

識 が十分 に備 わ つていないため,周 囲の雰囲気 に流 され て 自分 の思 い を伝 え切れ なか つ

た り,相 手 に よつて 自分 の思 い を貫 くことがで きなか った りす る生徒 も多 く,結果 と し

て,他 人任せ な行動 に至 って しまいが ちであ る。

そ こで,周 りの状 況 を判断 し,誰 に対 してで も自分の意 見に責任 を もち主張 しよ うと

す る意餞 を高め,そ れ を素直に受 け入れ られ るよ うな,望 ま しい人間関係 の構築 に努 め

たい と考 えてい る。

(3)■ 料につ いて

学級 の実態 と して適 切な判断力は身 に付 いてい るが,周 囲の状況や 人間関係 に よつて ,

判断 を実行 に移せ ない場面が見 られ る。お 互い を高め合 い,よ りよい人間関係 を集 き ,

自他 を成長 させ るためには ,自 分の考 えに責任 を もち,進 んで意見 を主張 しよ うとす る

意識や , どんな場 面にお いて も, 自らの意思 を明 らか にす る強 い心 を もたせ る必要が あ

る。以 上の点 を考慮 し,本 資料 は,実 際 に起 こ りうる状 況 を想 定 し作成 した。
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研究内容とのかかわ り

ひ ら

未来を拓く力を青成する「心の数青Jの奥践的研究
～自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を姜 うために～

【視点 道機の時間の指導に関して】

本研究において,道徳の時間の仮説は

道徳の時間において, 自己理解 を促 し自己肯定感を高めるような学習活動を実践す

ることで,道徳的価値の 自党を深めさせ,積極的に自己の在 り方や生き方を確立 しよ

うとする主体性 をは ぐくむことができる。

とな つてい る。

現代社会の激 しい変化 に対応 し,自 らの 「未来 を拓 く力」 を子供 た ちに身 に付 け させ る

ためには,豊 かな心 をは ぐくむ ことが求 め られ る。 美 しい もの に感 動 した り,正 義や公正

さを大切 に した り,あ るいは生命 を尊重 した りす るよ うな人間 ら しい価値観 が養 われ なけ

れ ば ,自 らの未 来に希 望 を見いだす ことは難 しい。 また,そ の よ うな価値観 は,子 供 た ち

が 自分 自身 と向 き合 い,的確 に 自己を理解 し肯定す る中で深 ま る もので もあ る。 この 「道

徳的価値」 と 「自己理解・ 自己肯定Jは ,互 いに密接 に関連・ 補 充 し合いなが ら,子供 た

ちの中で深 ま りゆ くもの と考 え られ る。 その よ うな過程 の途 上で,あ るいはその よ うな過

程 を経 た上で ,主 体的 に 自己の理想像や 生 き る 日標 を明確 にす る ことが ,「 生 きる力Jの
育成 である。

本時 にお いては ,実際 に起 こ りうる状 況 を想 定 させ る資料 を用 いて,実際 の 自分の行動

を考 え させ なが ら,自 己理解 。自己肯定 を促す。 その上で,相 手の ことを考 えて,正 しい

ことを正 しい と言 うことの大切 さを考 え,何 が正 しく何 が誤 りであ るか を,自 ら判断 し,

行動 に移す ことがで きるよ うにな り,さ らには ,一 人一人に よ り豊かな心の育成 が図 られ

てい くこととな る。 これ らの学習活動 に よつて ,「 他 人 を思 いや る ことので きる生徒 」 を

育成す ることがで きる と考 える。

(1)心 に口 く■料の開発・ 工夫

本時で活用す る資料 は ,学級 の実態 に合 わせ て,実際 に起 こ りうる状 況 を想定 した も

のであ る。 この資料 を活用す ることに よつて,生 徒の心の葛藤 を作 りたい。

道徳の時 間にお いては ,副 読本 を始 め と して,社 会問題や テ レビの ドキュメンタ リー

番組 な ど,様 々な資料が用 い られ る。 多様 な資料 の活用が考 え られ る中で,本 時 におい

ては ,自 分の考 えや気持 ちを伝 える こ との大切 さにつ いて生徒 に理解 を深 め させ るため

に , 自作の資料 を活用す る。 そのね らいは,生徒 の発達段階や 実態 に応 じた資料 を用 い

て ,道 徳的価値 の 自党 を よ り深 め させ るこ とであ る。 中学校 1年 生 とい う段階にお いて

は ,行 事や 生徒会活動に取 り組 む 中で 自らの意見が求 め られ ,ま たその責任 について考

える機 会が増 える。 多 くの生徒 は,こ うした場 面で迷 い,考 え,判断す る ことを体験 し

てい る。
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本時の資料は,校 内において実際に行われる球技大会を題材 として作成 している。そ

のため,道 徳的価値の内面化,実践への意欲化 とい う点において,大 きな効果が期待で

きると考える。一方で,道徳的価値の把握・追求 とい う点においては,資 料を丹念に読

み取 らせることが重要である。主人公の葛藤 を理解 した上で様 々な対応の方法を考え ,

適切な判断を生徒 自らが獲得 し道徳的価値 を自党できるよ う支援 したい。

資料の作成に当たつては,用 いる表現を精選 し,文 章量についても適切なものとなる

よ う心がけた。 また,生 徒の実態に照 らし合わせ,重 点的に身に付けさせたい道徳的価

値項 目を主題 として作成 した。 このよ うに明確な目的の下に資料を開発・ 工夫すること

が,生徒の心に響 く道徳の時間の実践に結び付 くと考える。

(2)指導体鋼・ 方法の工夫

本時では,資 料を読んでか ら,最 初に班で意見交換 をさせ ることによつて,活発な

話合いになるよ うに配慮 している。そ して班か ら学級全体へ と意見交流を広げ,他 の人

の意見を聞かせてか ら,個 人の意見を書かせ ることによって,生 徒一人一人により深 く

考えさせたい。また,ワ ークシー トや短冊を活用 し,活発な意見交流をさせたい。

指導体制については,一般的な複数指導体制の構築 も考えられ るが,指導内容に照 ら

し合わせた とき,普段 と同 じよ うに 1人 の教論が授業を進める形態が,生徒にとつて落

ち着いた学習環境を保障できると考えた。また,望 ま しい学級集団の風土を継続指導に

よつて形成す るためにも,担任教論が行 う形想 とした。

(3)他領燿との口連付けを目つた指導の工夫

本時の学習に関 して,下記のよ うに,他領域 との関連が考えられる。

特別活動の時間 との連携については,体 育大会や学校祭な どの全校活動において,関

連付けを図ってきた。 自主的に考え行動す ることの大切 さについて,道徳の時間に学習

した上で体育大会に取 り組 ませ ることで,自 己の責任 を意識 して活動する様子が見 られ

た。 また,体 青大会における反省 を特別活動で行つた上で,道 徳の時間において集団生

活における自己の役割 と責任について考える授業を実践す るな ど,関連付けを図ること

で補充・深化 し合えるよう取 り組んできた。

今後行われ る球技大会や卒業式な どの行事は もちろんの こと,学級活動における話合

いなどにおいて も,道徳の時間で扱 う道徳的価値が 日常生活に深 く結び付いてい くよう

に支援 したい。

【道徳】

◇友情・信頼 2-(3)
◇公正公平4-(4)

道徳 の時間

「自分の考 えに責任 を もつ こ と」

自主 自律 1-(3)

:総合的な学習の時間】

◇壁新聞作成

【特別活動】

◇体育大会

◇野外体験学習

◇学校祭 ◇球技大会
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3 授 議の実臓

(1)本時のねらい

。ロ リに流されることなく,自 分が判断 したことを相手に伝えようとするな臓を養う。

(2)本時のロロ

学習活動 主な発問 と生徒の反応 。意餞 指導上の留意点

道

徳

的

価

値

の

方

向

付

け

◇生活を振 り返 り,自 分

の思いを伝 えられなか

つた場面を思い起 こす。

☆無理 に考 えを もた

せ た り,詳 細 の説

明 を強制 した りせ

ず ,可能 な範囲で

発言を求 める。
お母さんに手伝いを輌まオ

たとき,や り方が分から4

かつたけど言えなくて,国
`たことがありました。

◇課題を理解 し,関心・

意欲を高める。

道

徳

的

価

値

の

把

握

追

究

◇資料の範読を聞いて ,

概要を把握する。

◇登場人物や話の内容を

確認す る。

◇登場人物の行動につい

て考え,状 況をよくす

るためにできることを

書 く。

リ

☆生徒 に話 の内容 に

つ いて質 問 して答

え させ ,状 況 を的

確 に理解 させ る。

r
この気まずい状況

の中で、はるかには

もつとできたことが

あつたはずですね。

☆素直に 自己の考え

を記入できるよ う

支援す る。
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◇個人の意見を班で交流

して,ま とめる。

☆意見が出 ない班 に

は ヒン トを与 える

な ど,意 見交流 が

活発 に行 え るよ う

支援す る。

自分の思つたことをしつかり
言う。

それぞれの意見のよいとこ
ろ,懇いところを活合う。

◇班 の意見 を全体 で交流

して ,登 場人物 の思 い

に迫 つてい く。

道

徳

的

価

値

の

内

面

化

◇ は るかの行動 を 自分 に

置 き換 えて,で きる こ

とは何 か を考 える。

「3人に対して」
・最初の約束を思い出すべき

だよ。
・自分のことだけではなく,

もっとみんなのことを考え
ようよ。

「姜書に対して」

・美書の考えは,間違つて

いないよ。
具体的に何を言つた

らよいのか、話かけた

らよいのかを考えてく

ださい。

◇考えたことを発表 し,

自主的 に行動 を起 こす

ことの大切 さを理解す

る。

実

践

へ

の

意

欲

化

◇本時 の学習 を振 り返 り

今後の生活に生かす イ

メー ジを作 る。

これから同じような場

面を経験することがある

かと思いますが,今日学

口したことを生かして,

自分はどんなことができ

るかということを考えて

行働してもらいたいと思

います。
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4 成 果 と 課 ■

(1)心 に口 く■料の口発・ 工夫

[成 果 ]

・ 校 内で実際 に行 われ る球技 大会 を題材 と して作成 した資料 を活用す るこ とに よ り,

生徒 は集 中 して授業 に取 り組 む ことがで き,ま た授 業のね らいに沿 った意欲的 な思

考 を促 す ことがで きた。

・ 広 く資料 の開発・ 工 夫 に取 り組 む 中で ,生徒 の実態 に合 つた資料 ,授 業のね らい

に迫 る資料 を取捨選択す る ことがで きた。

[課 題 ]

・ 既 存の資料 の効果的 な活用 につ いて も考 え,ま たそれ を 自作資料 に生かすための手

立てを工夫す るな ど,広 い視野 の下に心 に響 く資料の開発・ 工夫を考 えるこ とが大

切 であ る。

・ 自作資料 を使 用 して授 業 を行 う場合 ,授 業のね らいに迫 るためになぜ その資料 なの

か とい う根拠 を明確 に してお く必要が ある。

・ 自作資料 作成 にあた つては,生 徒が共感 的 に理解 で きる内容 であるのか,実在 の人

物 を扱 う場合 には与 える影響 は どの程度 なのかな ど,様 々な面か ら検討 を行 う必 要

があ る。

(2)指 導体鶴 ・方法の工夫

[成果 ]

・ 授 業者 が ,資 料 を読 んだ り,授 業内容 に合 った雰囲気づ く りを行 つた りした こ とで ,

生徒 は真剣 に授 業に取 り組 む こ とが で きた。

。一人で考 える場→ グルー プ活動→全体討餞 とい う学習形態 に よつて,自 分の考 えを

全員 が もつ こ とができた。

[課題 ]

・ 授 業のね らいに合 わせ て中心発 問,補助発 間の位 置付 けを明確 にす る ことが必要で

ある。

・ 授 業内容や展開 を考 え,適切 に時間配分 を行 うこ とが大切 であ る。

・ 生徒 一人一 人 を丁 寧 に見取 り,価 値 あ る考 えを全体 交流 に生かす こ とで,学 習 を

よ り深 め ることがで きる。

(3)他 口城 との日運付 けを目 つた指導の工夫

[成 果 ]

・ 様 々な価値項 目につ いて,異 な る領域 の連携 を図 ることで,よ り効果的 な学習 を行

うこ とができる。

[課題 ]

。「道徳 の時 間」 にお いてね らい とす る価 値項 目を,生 徒 の実態 な どに合 わせ 計画的

に位 置付 けた上で,他領城 との関連 を図 る ことで,道 徳教育 を更に充実 させ る こと

ができる。
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《資料》

もうす ぐ校内球技大会。種 日はパ レーボール。クラス中がその括題で持ちきりであ

る。やるんだったら優勝 を目指 したいという気持ちは,ク ラスの雄 もがもっている。

しか し,中 には球技 を苦手 としている人もいる。テーム儡成をどうした らいいのか ,

学活で話 し合われることになつた。

『絶対に勝てるチームを 1つ 作 つて,チ ーム優勝ね らうのがいいと思います。』

『 でもそれだった ら,つ まらないよ。バランスよくチームを決めて,苦手な人をカ

バー しあつたほ うが,球技大会の目的の 「クラスの団結力を深める」も達成できて楽

しいん じゃない ?』

『 うまい人だけでチームを作 つて優勝できても,み んなで喜べない気がするな…。』

多数決の結果,「 みんなが楽 しめること」,「 バランスよ くチームを作 ることJを 考

えて,体 保係 を中心にチームを目成することに決定 した。実ははるかも体保係の一員。

どんなチームになるのか , どんな話 し合いになるのか,は るか自身も楽 しみだ った。

放課後 ,係 で集ま り,チ ーム編成を考え始めた。考えてい くうちに,学活の時間に

決めた約束事 を忘れた発言が出て くるようになつていつた。

石川  『 や つぱ リバランスよくとか,みんなが楽 しめるチーム作 りなんてちょっと無

理があるよなあ。優勝 したいなら,強 いチームを作るべきだよ。』

吉田  『だつたらさ.みんなにばれない程度にちょっと強いチームを作ろうか。』

小山  『いいんだけどさ,そ れつてばれた時やばくない?そ りゃ,勝 ちたいけど・・。』

石川  『勝てるチーム作ったって,みんな文句言わないつて !』

小山  『みんながそれていいなら,そ うするか。な ?』

はるか『・・・。』

美香  『ちょつと持つてよ,ク ラスで決めたことを無視するわけにはいかないよ。み

んなのことを考えて決めるべきだって。』

石川  『 じゃあ,ど うするんだよ ?絶 対みんなが納得するようなチームなんてできな

いって。だったら勝てるチーム作つたほうがいいつて !』

吉田  『そうそう,そ うしちゃおうよ。』

小山  『美香は固すぎるんだよ。典香だつて勝ちたいだろ?』

石川  『そうだよ。このことはここだけの話つてことで。な ?』

はるか『・・・・・ うん.そ うだね・・・。』

姜香  『でもやつばり・・・よくないよ,そ んなの。』

小山  『なんだよ,ま だ言うつもりかよ。もう決まつたんだ,文 句は言うなよ。』

美香  『・・・・・。』

正直.は るかはすつきりしなかった。うつむいたまま麟を上げない美香に,は るか

は周 りの日もあつて声をかけることができなかつた。

『 どうしたらいいのだろう・・・。』 はるかは,自 分がどうするべきか決断する

ことができないていた。
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学校の 特 色 を生 か した話 含 い活動 による 「心 の教 育Jの実践

(中 学3年  特別活動 ■材名『ポランティア精神を高める』)

小平町立鬼鹿中学校  加 ● 晃 書

は じめ に

(1)生徒の実●

本学級の生徒は概 してましめであり,言われたことに対 しては責任をもつてや り遂げ

る姿勢が定着 している。 しか し,自 ら課題を見付け積極的に取 り組んでいく力はまだ十

分ではない。授業中は,控え目でおとな しい生徒が多く,人に頼る様子が見られる。ま

た,話合い活動でも自分の意見をもつてはいるものの積極的に発言する生徒は少ない。

中学 3年生の今,部活動が終了し進路に向けて集中する雰囲気が生まれてお り,こ の

先,他人のことよりも自分のことで精一杯という生徒も増えるであろう。心に余裕のな

い時期ではあるが,子供たち一人一人が,学級の仲間や地域の方々,そ して家族に見守

られはぐくまれていることに気付くことによつて,残 り少ない学校生活を一層充実させ

ることができると思われる。

本時においては自分を支えてくれる地域の方々のために何ができるかを考え,学級の ,

そ して社会の一員として,た くましく豊かに生きる態度をはぐくんでいきたい。

(2)これまでの●仕活

"の
様子から

子供たちは入学以来,生徒会行事として清掃作業や除草,除雪など毎年 4回 の「ポラ

ンティア活動」を行っている。事後指導 として作文を書き,体験で得たものの内面化を

図つてお り,勤労や社会への奉仕の気持ちが育つてきている。

しか し,子供たちの反省の中には「来年も頑張つてほしい」とい う「人任せJと も思

える感想もあり,ボ ランティア活動を今後の自分の生き方に生かそ うとする意餞が不足

しているように思える。実際に活動する姿を見ると,番家の清掃については国の重要文

化財とい うこともあり,子供たちは興味・関心をもって活動 しているが,除草や除雪に

ついては受け身的な様子が見られる。

今回の「除雪の改善策の話合いJを行 うことで, 3年生としての役割 とその責任の遂

行に努めようとする意欲を改めて喚起 したい。そして,将来にわたつてポランティア活

動を行 う意義について考えさせ,ま た将来,社会人としてボランティア活動に積極的に

参加 していく意欲や態度を養 うために本題材を設定 した。
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2 研究内害とのかかわ り

【視点 特別活動の指導に関して】

本研究において,特別活動の時間の仮説は

特別活動の時間において ,

できるよ うな学習活動を行 う

はぐくむことができる。

個性 を大切に しなが ら,集団の一員 としての責任 を自党

ことで,共に支え合つて生活 しよ うとする実践的態度を

となっている。

「豊かな心Jを はぐくむために,道徳の時間においては,自 己を深く見つめることに主

眼が置かれているのに対 し,特別活動では,自 己理解に立った上での他者との豊かなかか

わ りに重点を置いている。それは,「 望ましい集団活動を通 して,心身の調和のとれた発

達と個性の伸長を図るとともに,集団の一員としての自党を深め,協力 してよりよい生活

を集こうとする主体的 。実践的な態度を姜 う。」とする特別活動のねらいと合致 している。

(1)学校行事や学級活口における彙団活腱の工夫

学級 として共通の目標をもち,自 分たちで活動を計画 し実施 していくことで,共 に支

え合つて生活 していこうとする実践的態度が育つていく。本時においては「相手が喜ぶ J

をキーワー ドとして共通の目標を意識させて話合い活動を行つていく。

3学期に実施する中学校生活最後のポランティア活動が一層充実 したものになるよう

に改善策を話 し合い,要望書にまとめ生徒会に上申する。この話合いを進める中で,今

まで行つてきた自分たちの活動の意義を深め,今後のポランティア活動に臨む姿勢が確

立されると考えている。

2年時の感想を見てみると,多 くの生徒が「最後のポランティア活動を充実させたいJ

とい う思いをもつてお り,意欲的な話合いがなされると思われる。

(2)描導体

“

・方法の工夫

本単元の授業者 となるのは, 3学年に所属する副担任の教論であり,国語科を担当し

ている。「学級活動の時間Jの指導においては,計画に基づき担任教論が主になつて行

う形態が一般的であるといえる。それは,望 ましい学級集団の風土を継続指導によつて

形成する上で必要なことだからである。一方で,普段 と異なる授業者が主となり学級活

動の時間の指導を行 うことで,生徒の感 じ方が変化 し,よ り広い視野で考えを深める効

果が期待できる。

*本単元の指導体制について ,

①国語科の 【話 し合 うこと・考えること】の指導内容とかかわつていること。

②年間 4度の奉仕活動が話 し合いの基になる。活動に当たつては全校生徒が縦割 りの班と

なり,全教師が指導者となつて活動を共にしている。生徒 と一緒に汗を流 したとい う点

からいつても,担任以外が主となり指導することも可能である。
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③担任教師 とTT体制を組み,子供たちの支援 と見取 りをお願いする。

*指 導の方法について

本授業においては,今 まで自分たちの行つてきたボランティア活動を振 り返 らせ,そ の

意義を確認するとともに, 3学期に行 う最後の除雪作業を一層実 りあるものにす るための

改善策を考える。そ して,生徒会に対する学級の意見や要望をまとめていく。その話合い

をする中で,互いの考えを学び合 う。話合いの場面では生徒が司会をするのが基本であろ

うが,本 単元を指導す るに当たっては授業者が司会を務める方が効果的であると思われ る。

本授業を通 じて,学校で行つたボランテ ィア活動が将来にわたって継続 して行われるよ う

意欲付けを したい。

(3)他籠壇との口運付けを目つた指導の工夫

「集団や社会 とのかかわ りJに ついては,学校活動のあ らゆる場面で関連付けた指導

を行 うことができる。本校で行われている実践例は、次の通 りである。

口薔科

【話 し合 うこと,考 えること】

考えを深め合える話合いをするた

めの工夫を考える。

特用活麟

【ボランティア精神を高める】

除雪ポランティアの改善案を作成

するための話合いを通して

遭

"の
時ロ

【集団生活の向上】

『脇役の力』

【勤労。社会への奉仕】

『かなわぬポランティア活動』

総合的な学曹の時■

【地域を調べよう】

1年)地域を調べる (調査活動 )

2年 )地域に学ぶ (職場体験 )

3年 )地域に発信する (壁新聞)

― ∞ ―



3 ■材の 目■

(1)社会に奉仕し,貢献することの意義を自党する。

(2)奉仕を自らの充実感として感得し,進んで実践しようという態度を育成する。

5 ■材の指導計画

4 ■材の評価規準

関心・意欲・ 態度 思考・ 判断 技能・ 表現 知臓 。理解

ポランティア活動

に関心をもち,意欲

をもつて 自己のよさ

を発見 し,積極的に

伸 ば そ うと して い

る。

社会への関心を高

めるとともに,学校

生活の意味や課題 ,

自己の生活の 日標や

生 き方 に つ い て 考

え,判断 している。

主体的に学び方を

身に付け,ポ ランテ

ィア活動に必要な情

報を収集,活用 し生

かすことができる。

ボランティア活

動の意義,参加の

在 り方についての

理解を深める。

生徒の主な活動 支援 (○ )と 評価 (☆ )

・かつて行つた除雪

ポランティアの反

省点をまとめる。

(1)

①除雪ポランティアの意義を話

し合 う。

②過去 2年間の除雪活動を振 り

返り,困 つたことや気付いた

ことを思い起こし,反省点を

挙げ改善策を考える。

☆最後のボランテ ィア活動に

対 して意欲を高めている。

01・ 2年時の活動後の感想

文を紹介 し,そ こか ら反省

点を見付けるようにす る。

①生徒一人一人が活動計画の秦

案を考える。

②個人の意見をグループでまと

めた後,全体交流を行い,学

級としての意見や要望にまと

める。

○前時で挙げ られた反省 。改

善策を参考にす るように助

言す る。

☆活動をよりよい ものにする

ため進んで意見を述べてい

る。

。お年寄 りが喜ぶ活

動にするために自

分たちができるこ

とを考え,生徒会

への要望をまとめ

る。 (1)本 時

①学習で学んだことを生かし,

独居老人宅の除雪ポランティ

アを行う。

②作業終了後に感想を書く。

☆ 自分たちの意見・ 要望が活

動に生かされたことをとら

え,充実感 をもつて作業 し

ている。

O昨年までの活動 と今年の活

動を比較 させ る。

・ 除雪活動 を実際 に

行 い,感想 を もつ。

(2)
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1子 来にわた ってボ

ランテ ィア活動 に

取 り組 む意義 を考

える。 (1)

(1)311間 のボ ランテ ィアを終 え

た感想 を 書き,交 流す る中で

ボ ランテ ィア活動 を行 う意義

を改 めて 考える .

☆ 1子 来にわ たってボ ランテ ィ

アを続 け よ うとす る気持 ち

が育 つてい る。

○ 「線 香花火 の心」の逸話 を

用い る。

6 授撃の 実際

(1)本時の目輌

。お年寄りがく)っ と喜ぶ除●:ボ ランティアにするため,実現
“
r能 な工夫を考える。

(2)本時の晨ロ

学習 ill動 ′11徒 の活動 と l:な 発間 支援・ 評価 の実際

導

入

◇ 前時 を振 り返 り,お

年 寄 りが 喜ぶ ボ ラン

テ ィア活動 にす るた

め ,生 徒 会へ 要望 し

てい くことを確 認す

る。

展

開

◇一人一人が活動内容

を考える。

L:口「1

○ 前時 に 挙げ ′)れ た改

善策 を参 考に し記 人

す るよ うに指示 した。

☆ 実 現 口I能 な活 動 を選

ん だ り,考 え た りで

きるか。

○ 活 発 な 話 合 い が な さ

れ る よ うに 話 合 い の

方向イ|け を した。

☆ 自分 の 意 見 を積 極 的

に述 べ よ うと してぃ

るか

実際にやるとなつたら,1::目
大変だわ。私たちに何がで

きるかしら。 ′
―    ¬

◇個人の意見をグルー

プとしてまとめる。

Ｊ
孤
丁

な

と

え

は

せ

べ

変

の

か

が

を

る

欠

雪

帯

撮

は

，
間

を

見

ら

時

真

下

か

う

写

？

の

れ

よ

念

う

前

そ

い

記

ろ

事

ｏ
な

ｏ
だ

ね

か

う

う

卜
｀`
ロ
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はがきや回覧板などで注文を取るのはどうだ

ろう? いい考えだね !

去年・ スコップが足りなかったり壊れたりし

たから,予備を準備しておこうか。

除●だけじやなくて,水割りもしたら…。

あつちの班もいるんなこ

と考えてるなあ…。

私たちと同じ意見もある

。事前に下見を し,メ ンパーの人数

や道具の数を考える。
・除雪の時間帯を考える。
・屋根の雪 下ろ しもできる範囲で し

ては どうか。
・ 一度 だけでな く何回か行 つては ど

うか。
・ 記念写真を撮 る。

毎年 1回 しか除● してなく

て,それでは不十分なので,

何回か行つた方が…。

除●するだけでなく記念写

真も撮つたらお年寄 りの思い

出に…。

◇各グループの要望を

短冊に書いてはり出

し,学級の要望へと

まとめていく。

はがきや回覧板などで注文を取る。

班長 さんが担 当区城 を下見す る。

予備のスコップを用意する。

除雪だけでな く,玄 関前の氷割 り

をす る。

記念写真を撮 る。

○提案理由の説明

○質疑応答

○補足事項の確認

☆ よ りよい活動 にす る

ため進ん で意見を述

べようとしているか。

☆ボ ランテ ィアに対 し

て相 手の 立場 に立っ

た考 えを もつ ことが

できるか。

それぞれの改善案

について理由を説明

しながら,各班の代

表者は発表をお■い

します。
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◇提案を再検討する
=

◇前時に提案 した生徒

がFF由 を説明する ,

出 され な か

ls?v',(FiE
先生が予想 していた

意見はだいたい出ま し

た。でも,個人で考え

た改善案の中に,も う

一つ名案があると思う

んだけど,気付いた人

はいるかな?

何だろう?事後活

動かな…。

作 業 が 終 わ つた 後 ,次
に除 雪 す る時 も作 業 しや

す い よ うに で き る こ とを

す る。

すばらしい考えです

ね。これも要望書に載

せてもいいかな?
自分たちの活動が終わっ

た後でも■は降るし、そん

なとき,お年寄りが少して

も楽に雪を捨てられるよう

にしたいということです。

◇本時の学習を振 り返

り,感想を書く

いろんなこと考えたな

あ…。去年以上に喜んで

もらえるボランティアが

できそう !

全員費膚で

■菫事項決定 :

― &1-



摂■を振り返つた感想

○お年寄 りが何を望んでいるのか考えることができた し,充 実 していた と思 う。

○テーマの 「お年寄 りが もっと喜ぶ」 と 「自分たちのできること」を考えなが ら新 しいア

イデ ィアを出 し,よ りよいポランテ ィア活動になるようにお年寄 りの方のことを考えな

が ら学習できた。 もし,今 日みんなで考えた意見が通ればテーマ どお りのポランティア

活動になると思います。

○生徒会にアイデ ィアを学級か ら出すのは,た ぶん初めてだ と思 う。生徒総会以外でだか

ら,い い経験になつた と思 う。今年の除雪ボランテ ィアをもつとがんばろ うと思つた。

○今 日は緊張 したけど,いつ もどお り楽 しく授業することができた。

○僕たちが考えた案を生徒会で取 り入れて くれ ると,昨年や一昨年よりも活発な活動にな

るのではないか と思つた。

○質問は,出すのは少なかったけど,ち ゃん と話 し合えた と思います。人にまかせき りに

したので積極的にもうちょつとや つた らいい と思つた。

○他の班 より書けなかつたけどしつか りできた。

○喜んで くれ るよ うな活動にするのは難 しいかな と思つたけれ ど, 自分で考えた り,他の

人のアイデ ィアを聞いた りして,よ りよい活動にできる気が してきた。

完成した要口薔
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9 成果と口■

(1)学校行事や学級活動における集団活口の工夫

[成果]

・最終的に自分たちの要望を生徒会へ提案するという形をとつたため,それが目的意識の

高まりにつながり,授業への意欲を喚起することができた。

・今回の授業を通 し,自 分たちの意見・ 要望が学校の活動をよりよくすることを生徒は学

ぶことができた。生徒会の活動が教師主導型で進められたり,活動がマンネ リ化 したり

することを打破 し,生徒主体の活動が一層進められるきっかけとなつた。

[課題 ]

・個の意見,少数意見を大切にするようなルールや支援の手立てがあるとよかつた。

・ 単なる改善点の列挙ではなく,「 ～だからJと い う理由付けを個人で考える段階から強

く意餞させるべきであつた。

(2)指導体

"。

方法の工夫

[成果]

・活動のテーマ (キ ーワー ド)を過去の活動 (実体験)の感想・反省を基に設定 したため ,

テーマを自分に引き寄せて,よ り強く意織化を図ることができた。
。「相手が喜ぶ」とい うキーワー ドを生徒が十分意識 して活動 した結果,相手を思いやる

心をはぐくむことができた。

・前時に改善案を考えさせ掲示 しておいたため,すべての子供が改善案を選び,吟味 し,

プ リン トに記入することができた。

[課題 ]

・ TTを有効に機能させるため,事前の打合わせを綿密に行 う必要があつた。 2グループ

を分担 して支援するようなTT体制の在 り方も考えられた。

(3)伯領壇との口遭付けを目つた指導の工夫

[成果]

・ これまで他領域でも行ってきた体験の積み重ねや,い ろいろな人との出会い,交流の結

果,生徒たちに「温かい心」をはぐくんでいる。

[課題 ]

・身に付けさせたい力を明らかにし,そ の実現のため意識的に他領域との関連づけを図り,

計画的に進めていかなくてはならない。

・ 総合的な学習の時間の「壁新聞作 り」に今回の除雪ボランティアの取組を生かす とよい。
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10除 ロ ポ ラ ンテ ィアの実籠

(1)●■活腱について

3年生が提出した要請書を生徒会本部の生徒が検討 し,事前の 「作戦会議」が行われ

た。教師が撮影 した除雪現場の写真を基に担当人数や作業手順,必要な用具などについ

て,全校生徒で話合い活動を行った。その結果,積雪量の多い場所に人数や用具を優先

的に割 り当てるなどの工夫がなされた。

自ら作成 した改善案を基に話合い活動を行 うことで,こ れまで以上に責任感や自主性

をもつた取組が見られた。また,改善案の中には実現困難な取組もあり,そ の意味でも

「ポランティアJに ついて考えるよい経験 となつた。限られた条件の中で,自 らできる

ことに取 り組むことの大切さについて,生徒たちが理解を深める様子が見られた。

(2)当 日の障口活鵬について

2月 12日 ,冷たい風が吹 く中,実際の除雪活動が行われた。生徒は,汗 まみれにな

りなが ら黙々と作業に取 り組み,約 10戸のお宅の除雪をや り終えた。活動の最中には ,

お年寄 りか ら感謝の言葉をかけられ , うれ しそ うな笑顔 を浮かべる光景や,効率的な除

雪の方法について話 し合いなが ら活動す る様子が見 られた。

生徒は,こ れまで以上に積極性をもつて除雪ポランテ ィアに取 り組み,作業を終えた

後,大 きな充実感 を味わ うことができた。 これは ,「 お年寄 りが もつと喜ぶ除雪ポラン

テ ィア」について事前に学習 したことで,ボ ランテ ィア活動の意義に対する理解の深ま

りが,他者 と支え合い生きようとする意識の高ま りに結び付いたためと考えられ る。

こつちの家の

方が大壼そうだ

から,人数を多

くして,スコッ

プやスノーダン

プも優先的に使

えるようにしよ

う。
まず排●する場

所を確露して,そ
こまでの通り道を
作つてから除●し

ないと…。

-37-



作戦会議で話 し

合つた用具が全部

そろつているか ,

確認してから出発

しよう。

窓の前に■が積

もってると,家の

中が暗くなるよね
…。大童だけど,

頑張つて除雪しよ

う !

私たちの班は早 く終わつ
たから手伝いに来たよ。み
んなで協力して,少 しても
お年寄りに喜んでもらえる
ようにしよう !

(3)除ロポランティアを機えて

除雪作業を終え汗 も引かない中,生徒はそれぞれの思いを感想文に書き表 した。要請

書の提出は,生徒に大きな充実感 を もた らし,今後 もボランテ ィアを続けていこうとす

る気持 ちが高まった。 これまで継続 して取 り組んできたボランテ ィア活動により,生徒

の中に 「勤労」や 「社会への奉仕J,「 思いや り」な どの,い がは ぐくまれていることを ,

本実践を通 じて確認できた。

0こ の活動のために,生徒会へ要請書を作 りました。そのおかげで去年よリスムーズにできた
と思います。このポランティアは鬼鹿中学校で行つているボランティアの中で一番地域の方
に近い活動なので,喜んでもらいよかったです。

最後のポランティア活動は,自分たちで要請書を提出し.例年よりもよいボランティア活動
になつたと思います。今年は準備がしっかりできていたせいか.いつも以上に早く終わり,

他のところを手伝いに行きました。最後のポランティアは楽しく思い出に残るものでした。

◇今年は3年生が要請書を出したことで,下準備等をしっかり行うことができたと思います。
特に水を運ぶのが大変でしたが,がんばった分.喜んでもらえてよかったです。とてもよい
活動になつたと思います。

◇去年よりも除書がしやすく,一人一人一生懸命やつていました。最後のポランティアでした
が,僕なりにしっかりできたと思います。

◇これからはボランティアを行うことも少なくなると思いますが,中学校で学んだことをしつ
かり生かしていきたいです。

◇今年のポランティアはみんなで積極的に行うことができたと思います。そして,お礼を言わ
れたときは本当にうれしかったです。作業が始まるとみんな寒さを忘れ一生懸命に取り組み
ました。とても充実したポランティア活動だつたと思います。

◇「ありがとうJと いう言葉を聞いてボランティアをやってよかったと改めて思いました。今
回の作業でよかったと思うことは去年までしていなかった玄関前の水割りをしたことです。
3年間を通して小さな心配りができるようになったと思います。中学校は終わりですが,違
うところで地域に貢献していきたいなと思います。

―
錦 ―



地域人材・施設を活用 した体験的学目による 「心の教育Jの実践

(小学 5年  総合的な学習の時間 単元名『 広げよう パ リアフリー』)

幌二町立幌工小学校 颯  倫 之

1 は しめ に

(1)今 日的な■■から

現在 , 日本の社会福祉政策では, 日本国憲法第 25条 第 2項 (生 存権)を保障す る政

策 として,「 高齢者福祉」「障害者福祉 J「 児童福祉」などが確立されている。また,法律

的にも「障害者 自立支援法」「ハー トビル法」「交通パ リアフ リー法Jな ど,「 福祉社会」

の実現のための取組が,国 や企業によって進められつつある。 しか しなが ら,すべての

人たちが幸せに暮 らす ことのできる社会を築 くためには,更 なる努力が求められている。

子供たちを含めた国民全体が,福 祉への関心を高め,望 ま しい社会の実現のため,自 ら

ができることに気付き,考 え,行動することが必要である。その第一歩 として,福 祉社

会の実見のためには物質的支援や環境整備のみならず,助 け合い,支 え合 う心をもつこ

とが大切である。

このような状況の中,理想的な社会を築 くため主体的に生きようとする子供たちを育

成す ることが,学校教育に求め られている。小学校教育においては,人 間の望ま しい生

き方や在 り方を考えさせ ,自 らの 目標に向かつて積極的に生きよ うとす る態度 ,「 生きる

力」を養 うことが重要であると考え,本 単元を設定 した。

(2)体腋活

"の“

り返 しの中で

子供たちを取 り巻 く社会には、様々な年齢の人々が,そ れぞれ異なる生活を送つてい

る。体験活動を通 してそのような人々とかかわることで,他者 を認め社会の中で広い視

野をもつきつかけとさせたい。 また,思 いや りの心をもち社会生活を送るためには,ま

ず相手の考えや気持ちを受け入れ,理解 しようとす る姿勢を身に付けることが必要であ

る。体験活動を行 う中で,常 に相手の立場に立ち,考 えて行動す ることを意識 させたい。

具体的な体験の場 として,本 単元では,車 いすを利用 した りそれを介助 した りす る体

験や ,パ リアフ リー設備の設置状況を調べる町探検を設定する。 これ らの活動を行 うこ

とで,社会では様々な人々が生活 していることを理解 させ ,「 みんなが助け合い,励 ま し

合いなが ら,す べての人が幸せに暮 らせるよ うに していくJ福祉社会について,学習を

深めさせ ることができると考える。

(3)人 との■かなかかわ りから

本単元では,体の不 自由な方や介護に携わる方をグス トテ ィーチャー として迎え,お

話を開かせていただ く場面を設定 している。 この学習を通 して,調 査活動や車いす体験

で得た知識や考えについて,補 足や深化,修 正を促す ことができると考える。子供たち

とは異なる視点か ら意見をいただいた り,子供たちの考えを評価 していただいた りす る

中で,新 たな気付きが生まれ,視野が広が り,更 に学習を深められ ると考える。
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研究内容とのかかわり

ひ ら

未来を拓く力を育成する「心の教育」の実践的研究
～ 自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を養 うために～

1視点 総合的な学習の時間の指導に関 して】

本研究において,総合的な学習の時間の仮説は ,

総合的な学習の時間の指導において,子供の実態に応 し,地域や学校環境の特色を生

か しなが ら学習活動を行 うことで,自 己を実現 し,未 来を切 り拓 く実践力をは ぐくむ こ

とができる。

となつてい る。

本研 究では「心の教育 Jを推進 してい く上で,道 徳 にお いては ,「 自己理解 を深 め,主 体

的 に よ りよく生 きよ うとす る気持 ち」を育て ,特別活動 においては ,「 個性 を生か しつつ
,

他者 と支 え合い生 きよ うとす る気持 ち」 を育てる ことが重要である ととらえてい る。 さら

に,総合的な学習の時間にお いては ,自 然や地域 社会 な ど広範 囲での活動 を通 して ,「 理想

の実現 に向けての実践 力」 をは ぐくむ ことをね らい と してい る。本 単元にお いては,車 い

す を用 いて肢体不 自由の疑似体験 を行 い,体 が不 自由な方の視点か ら,町 の実態 を調査 し ,

子供 な りのパ リア フ リー を考えてい く。この こ とか ら,体が不 自由な方の真 の思 いを知 る。

こ うした一連 の活動 を通 して,人 生の糧 とな る知識・ 技能や地域 の一員 と して 自分ので き

る ことを考 える とい う「思 いや りの心 Jを 身 に付 け るこ とがで きる と考 えた。

(1)地 城コ燿 を生 か した体腱活働 の工夫

車いす乗 車・ 介護体験 では ,「 特別養護老 人ホー ム こざくら荘」の介議員 の方に指導 を

いただ く。 ここでは ,あ くまで車いすの使 用 ,介助 方法 とい つた介護 の基礎 的な知識・

技能 面について指導 をいただ き,基礎的 な知餞・ 技能 を身 に付 ける ことで,体 の不 自由

な方,介護者 の気持 ちを理解 しよ うとす る気持 ちを もつ ことを期待 したい。

車いす乗車に よる町探検 では, 町探検 の行 き先 と して,子 供 た ちが よ く利 用す る商店

や公 共機 関 を設 定 してい る。 また,道 路 の様 子な ども調査 し,設備 と してのパ リア フ リ

ー について , どの よ うな工夫がな され てい るか ,ま た,ど うした らよ りよ くな るのかな

ど,利 用者 の立場 に立って考 える気持 ちを もたせ たい。

体が不 自由な方 との交流では ,体 に不 自由 さを もちなが らお仕 事 を され てい る方か ら

お話 をいただ く。子供 たちが体験 し感 した感 じ方 と体が不 自由な方の感 じ方 とを比較 し,

設備 面だけではな く,気持 ちの面でのパ リアフ リーの大切 さに気付 き,感 じられ るこ と

を期待 したい。

(2)指導体

“

・方法の工夫

体験は ,「 疑似体験→実際に利用する→体の不 自由な方の思いを知るJと い う段階を経

ることにより,「 学ぶ→考える→感 じる」とい う過程を踏む ことができると考えた。この
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過程 を踏 む ことに よ り,知 識・ 技能 の習得 に とどま らない,人 とかかわ り,地域社 会の

一員 と しての 自党 を もつ 「未来を拓 く力」 を青成す る ことがで きる と考 えた。

本 単元では,様 々な体験活動 を行 うため,TT体 制 を組み指 導 を行 う。 これ に よ り ,

単元を通 して個や グルー プの課題 に即 した支援 を行 つた り,単位 時間 にお いては ,課題

の意識化や ,思考 を整理・ 明確化 させ た りと,思 考の変容 を把握す る ことがで きる と考

えた。

また,グ ス トテ ィー チ ャー と して,体 に不 自由 さを もつ方や介助者 の方 を招 くことに

した。 グス トテ ィーチ ャーか らのお話 を聞 くことに よ り,あ くまで 自分の考えが 中心 と

な る疑似 体験 を体の不 自由な方の視点 か ら考 え直 した り,体 の不 自由な方の視点 を もつ

て町探検 に臨んだ りす ることが できる と考 えた。体の不 自由な方の視点 を継続 して もち

なが ら思 考 。活動す る ことで,課題 の再確認や新たな課題 の発 見が可能 とな り,更 な る

問題 意識 を もちなが ら思考・ 活動 を継続 させ ることが できる と考えた。

(3)他 領麟 との日菫付 けを目 つた指導の 工夫

道徳

1‐

生き方に学ぶ
「どんな困難に対 しても,

希望をもち,く じけない

で努力を しよ うとする態

度を育てる。」

‐ ‐ ‐

特別活動

ユ ニ セ フ

縦割 り班活動
ll__ヽ

思いやリ

助労・●仕

公饉心
道徳

「誰に対 しても思いや り
の心 をもち,相 手の立場

に立って親切に しようと

する意欲を青てる。J

(思いや り・親切 )

本 単元の学習 に関 して,上 記の よ うな他領域 との関連 が考 え られ る。既習 事項 は場

合 に応 じて想起 を促 した り,未習事項 を関連付 けなが ら指導 した りす る ことで,児 童の

思 考が連続 し,幅 広 い面か ら思 いや りの心の 育成 を図 るこ とが で きる と考 えた。 特 に本

単元 では肢体不 自由 とい う「障がい Jを 扱 う内容 であ るこ とか ら,短絡的 に 「障がい =

不幸」 とい つた感 を もつて終わ ることも考 え られ る。 互い を認 め合 い,共 に生 きよ うと

す る 「心」の育成 のために,体 に不 自由 さを もちなが らも自立 して生活 している方を講

師にす ることにあわせ ,道 徳の時間 を通 して,障 がいがあ つて も前向 きに人生 を送 つて

い る星野富弘 さんの生 き方 について取 り上げた。 さらに相 手の立場 を考えて行動す る こ

とを今後 の生活に生かす こ とがで きるよ うに ,「 思いや り・ 親切 」の価値項 目教材 を扱 う

ことと した。 また,本 単元の学習 を通 じて培 つた f思 いや りの心」の実践場面 と して特

別活動 で行 つて きたボ ランテ ィア活動や縦割 り班活動 にその意義 を振 り返 らせ なが ら活

動 をつ なげてい くことと した。

人 間 理 解

個 性 尊 重

生 命 尊 重

思 い や り

個 性 尊 重

人 間 理 解

総合的な学口の時間

:広げよう ′1リアフリー1
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3 単 元 の 目日

(1)疑似体験や町探検などで,自 分な りに工夫を し,積極的に取 り組 もうとする。

(主体的・ 創造的態度 )

(2)疑似体験や町探検などから,自 分の課題 を見付け出 し,計 画を工夫 して実行する

ことができる。                   (問 題 を解決する力 )

(3)友達 と疑似体験や町探検な どを通 しての意見や考えを発表 した り,話 し合つた り

す ることができる。 (学 び方・ 考え方 )

(4)疑 似体験や町探検 な どを通 して,人 生の糧 とな る知識 。技能や思 いや りの心 をも

ち,自 己の生 き方 を考 える ことがで きる。 (自 己の生 き方 )

3 児 菫 の 実 目

(1)学■全餞に日 して

学力差はあるものの全体 として学習意欲の高い児童が多い。男子の方が学力が高い傾

向にあ り,授 業中の発言 も男子の方が積極的である。そのため,男 子の意見に全体が影

響 され ることがある。児童の一人一人の発言を取 り入れるため,ノ ー トに書いたことや

つぶやきを聞き漏 らさないよ うに している。また,発 言するだけがよいのではなく,丁
寧な作業をす る,相 手の話をきちん と聞 くなど,学習で大事なことは様 々あ り,パ ラン

スがとれていることが大切であることを児童に伝えている。

(2)●合的な学口の時口に日 して

総合的な学習の時間では,主 に 「課題 をもつJ→ 「調べるJ→ 「まとめる」→ 「発表

するJと い う流れで取 り組んでいる。児童のイメージとして「インターネ ッ トで調べる」

「パ ワーポイン トでまとめるJと い うように,パ ソコンを使お うと考える傾向にある。

パ ソコンの扱いはかな り償れているが,イ ンターネ ッ トで検索 したことを うまく読み取

れなかった り,同 じ情報を何人 もの児童が印刷 していた りするので,検索 した情報の活

用の仕方については,今後の課題である。

このような現状か ら,今 年度はインターネ ッ トの有効な活用 とともに ,「 人 とのかかわ

り」を大切に した活動を積極的に取 り入れたい と考えている。手段 として,地域の人を

グス トティーチャー として迎えることや仲間同士の話合いな どを考えている。

前単元 「食生活を見直そ う～究極のメニューの提案に向けて～Jで は,自 分たちの食

生活 を振 り返ることか ら活動を始めた。その中で,普段何気な く食べているものや食ベ

方な どについて「どうしてなのだろ う」とい う疑間が出てきた (課題設定 )。 課題 ごとの

グループ分けを行い ,「 調べる」活動に入つた。調べ る活動を進めるうちに,日 べること

が重ならないよ うに分担 した り,調 べたことをお互いに伝え合い,さ らに調べることを

決めていった りと,グ ループでの話合いを通 して活動をより深化 させてい くこととした。

また,イ ンターネ ッ トだけでは調べ られないことがあることに気付 き,「 人 とのかかわ

り」 とい う点で,家族にインタビューす るなど,実 生活に即 した活動を行 つた。

「まとめる」活動では,日 べたことを交流 し合い,栄 姜のパ ランスを考えた り,見 た

日の工夫を凝 らした りした 「究極の メニューJを 提案することができた。児童に とつて
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は栄養バランスの とれた食生活の大切 さに気付 くとともに,児 童同士が協力す ることの

大切 さを意識する実践 となった。

福祉の学習に関 しては, 3年 生で聴覚障がいの学習を行い,手話や指文字の学習を行

つた り,手 話通訳士の方か ら聴党障がいの方の生活について学んだ りした。また,4年
生では視党障がいについて学習を行い,疑似体験を行 った り,点字な どについて学んだ

りした。 このよ うに段階的に体の不 自由な人について学習を行い,今年度は肢体不 自由

について扱 うこととなっている。また,道徳の時間においても,星野富弘 さんの生き方

について学ぶな ど,障 がいのある方に関す る学習を行ってきているところである。

本単元を行 うに当た り,下 記の事前調査を行つた。その結果か ら,「 どんなことを して

あげたいか」 とい う答えの中で 「押 してあげたい」「手伝いたい」「助けてあげたいJと

い う答えは出てきてお り,子供たちは 「気持ち」の面で,何か してあげたいとい う思い

や りの心をもつていると思われる。 しか し,子供たちとの会話か ら「車いすを利用 して

いる人 =ほ ぼ全介助」 とい う8B畿 をもつていた り,具体的な困難な場面については理解

していなかった りとい う実態があると考える。

そのため,本 単元においては,疑似体験 を通 して課題 を設定 し,相 手の立場で課題 を

意繊 し思考するとい う「課題」を基盤 とした思考の連続性 を意識 させた り,グループで

話 し合 う場を設定 し,互 いの考えを認め,グループでの考えを深めた りしてい くことと

している。

また,体験活動においても,既存の情報 (イ ンターネ ッ ト,書籍など)だ けか ら判断

するのではな く,グ ス トテ ィーチャーの講話,町探検 といつた実生活 。実体験に即 した

考えが もてるように している。

～事前調査結果～  (12人 中)

調 査 項 目 は い いいえ はい (ど んな時 か )

車椅子に乗っている人 と何か したこ

とがある。

5 7 話 を した ,買 い物

今 まで介助 した ことがあ る。 4 8 押 した,選挙の時

なぜ ,乗 る よ うに な つ た と思 うか。 怪我 ,事 故 ,病 気 ,生 まれ つ き,老化

車格子に乗つている人をどう思 うか。かわいそ う,不便 ,大 変,そ の人な りには幸せ ,

自分は幸せ

どんなことを してあげたいか。 押 してあげたい,お 手伝 い してあげたい ,助 け

てあげたい,い ろんな所へ連れ て行 ってあげた

い ,励 ま したい
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5 単元構成日 (全 20時 間 )

広げよう パリアフリー

「自分とちがつて…」
・眼観をかけている
。足が速い
。背が高い
(体の不自由な人について
目を向けるようにする)

みんなちがって…」

体の不自由な人について考えよう

車いすを使つている方はどんな思いで,

どんな生活をしているのだろう
(疑似体験活動 )

・一人でうまく動かせない
。段差が越えられない
。簡単だ 。怖い,大変だ

車いすを使つている方の生活を
教えてもらおう

(体験活動)

・そんなことも大変だったんだ
。そんなこともできる

・スロープがあった
。段差が多い
。お店の通路が狭い
。高いところの物がとれない
・一人で行けない    …

パリアフリー探検隊
～町のパリアフリーを調べよう～

【スーパー,役二F課書糖「票PLンビニ,病院】

町をよくするために,

パリアフリーやバリアがあること,

改善案を伝えたい

・段差をなくすればいい
。スロープを作ればいい
。棚を低くすればいい
。道を広くすればいい

パリアフリーを伝えよう
～町をよりよくしていくために～

(発表活動)

:紀轟是与暮侵露慇:ぞζ庭言
う

。助け合おうという気持ちが大切
。いろんな人の役に立ちたい

自分たちができることはなんだろう?
大切なことはなんだろう?

「心のパリアフリー」を広げていこう !



1 「ち が い 」 を

知 ろ う

(2)

【学校】

○ 自分 と他 の 人が違 って い る こ とつ

て どんな こと ?

・ 外 見,性格 が違 う

。日の イ(自 由な 人 ,耳 の不 自由 な

人の勉強 も した よ

・ 体の不 自由な人 もい るね

6

段階

活動計画 (全 20時 間扱い )

内容 ・ 場 。素材

〕 体験 した り ,

お話 を聞 いてみ

た りしよ う

(2)

【学校】

【GTlこ ざくら荘

職員 l

(2)

【学校】

【GT2障 がtヽ 者

相談員】

(4)

【町内各施設】

3 バ リア フ リー

を伝 え よ う

車 い す の 人 は ど

い るん だ ろ う ?

うや っ て 生 活 して

し ,

○ 車 いす 疑 似 体験

・ 使 い 方 ,介助 の 方 法 を 知 ろ う

。乗 ってみ よ う

。自分 で動 かす の も介 助す るの も

大変。

・ ゆ るい坂や段 差 も難 しい

児 童 の 主な 活 動 支援 と評価

一人 ‐人の違 いに 日を向

け,違 い を 当た り前の こ

とと して とらえてい るか

(自 己 )

体験 への意欲化 を図 る。

☆積極 的 に体験 活動 に取 り

組 も うと してい るか

(主・ 創 )

・ グルー プにつ き,体験 の

視点 を明確化 させ る。

(1-r)

☆体験 を基に,課題 を見付

け出 し,計 画 を立て よ う

と してい るか (問 解 )

・ 体験や GTの お話 を通 し

て , 自身 の問題 意識 につ

なげ るよ うにす る。

・ 相 手意識 を明確 に した 11

的 を もたせ られ るよ うに

す る。

自分 に とつて で は な く ,

車い す 利 用 者 に とつ て ど

うで あ るか ,視 点 を確 認

させ な が ′)活 動 を行 う。

グル ー プ に付 き,気 付 き

や 視 点 を広 げ る。 (1■ )

☆体験 を振 り返 り, 11夫 し

て ま とめる こ とがで きた

○ 露ltヽ す 利 チキ1者 か らの 講 話

。そんなことも大変だつたんだ

・そんなこともできるんだ

この 町 は 車 いす の 人 に とつ て ,

使 いや す い の だ ろ うか ?

・ 町の施設を目べてみたい

。調べた ことを相沢 さんに伝 える

ことで,い ろい ろな人が住みや

すい町になるのではないか

○ バ リア フ リー 探 検

・パ リアフ リーがあつた

・ こんな ところも大変だ

町 には ,い い ところ t)あ る

便 な ところ もあ るぞ

一Ｕ ○ 調 査 報 告・ 改 善案 作成

パ リアフ リーやパ リアがあるこ

と,改 善案を伝えたい(6)
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一
口

【学校】

【GTl ・GT2】

く本時 1/2
(1)

> ○ 講 師 の 方か らの感 想

体 の 不 自由 な 人 に とつて ,完 べ き

なパ リアフ リーではない

完 ぺ きで はな い 部分 は ど う した ら

よいのだろ う

グル ー プ で考 えたバ リア フ リー改

善案 を見直 し,発 表す る。

・ 高い ところの品物は取つてあげ

ればよい

。通 りやすいよ うに品物をどける

。代わ りにやってあげる

・ 周 りにいる人に助けを求める

。他の グループの調べた施設は ど

うだったんだろ うか ?

・ 分か りやす く発表 しよう

○ バ リア フ リー 発 表 会

r供 自身 の もつ問題 意識

が明確 化 され るよ うに促

す。

☆ 自分 の 意 見や 考え を 表現

し,話 合 うこ とが で き る

か (学 び・ 考 え )

4 パ リア フ リー

を も う ‐度考え

よ う

(1)

く本時2/2>

【GT2】

GTl:

車いすの人だけでなく,高齢者な どの体に不 自由さをもつ人

にとっても住みやす くなる。介助する人間にとっても楽になる。

∞ :

・ 施設が変わることで,車 いすの人に とって住みやすい町にな

ることができる。 自分でできることや活動籠田が広が り,楽
しみが増える。 もつと町に出てみたい と思える。

・ どの施設 も,で きる範囲 (金餞面,既存の施設の活用)で ,

パ リアフ リーを進めようとしている。

○ 講 師 の 方 の 講 話

施設がよくなつてくれることは うれ しいこと。でも,そ れ以

上に,み んなが助け合 う気持 ちをもつていれば,鮨 段が多少

不便でも,楽 しく活動す ることができる。

因つていることは,お 互いに助け合 うことが当た り前であ り,

それは体が不 自由とかそ うではない とか とい うことは関係な

いことである〈体験談な ど)。
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・ 施 設 も大 切 だ け ど,気 持 ちが 一番

大切なんだな

。車 いす の 人 だ け じゃな く,い ろん

な人の役 に立ちたいな

○体 に不 自由 さを もつ い ろい ろな 人

の思い を知 ろ う。

○ 車椅 子以 外 の補 助 具や 共用 品 につ

いて知 ろ う。

・ NHK「 道 徳 ドキ ュ メ ン ト 使 い

やす さを広 めたい 共用品」

。つ え,補助 車 , リフ トカー

・ 共用 品

る

ろ

これ か らで き

こ とを振 り返

う

(2)

☆活動 を振 り返 り,周 りの

人に思 いや りの気持 ちを

もつ ことがで きたか

(自 己 )

☆社会 の役 に立つ仕事 を し

よ うとす る気持 ちを もて

た か (学 び 。考 え )

☆ 日常生活 の道具や 表示 な

どに関心 を もち,工 夫 し

て よ りよい生活 を送 ろ う

とす る気持 ちを もつ こ と

ができたか (自 己 )

０
　
　
　
０

　
　

　

０
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7 授 業 の 実 際

(1)本 時の 日標

・ 町探検 を通 して ま とめた 自分の意見や 考 えを発 表 した り,話 し合 った りす る ことが
で きる。                         (学 び方・ 考 え方 )

・ 町探検 を通 して考 えた ことや ,講 師の方か らのお話 を基 に ,こ れ か らの 自分 にで き
る ことを考 えるこ とがで きる。                (自 己の生 き方 )

(2)本 時の晨ロ

の振 り返 り(5)

◇町探 検 発表会 を

(学 び方・ 考 え方 )

◇ GTか ら一言 コ
メントをいただこう

障 害 者 相 腋 員

0~バ
つ

考

リア フ リー に
い て も う一 度
え よ う

は
，成“″誅
。　一』靴　椛“」

で
さ
り
る
た
　
一り
明
　
せ
れ
さ

Ｇ
価
じ
パ
す
し
　
一振
を
　
付
そ
示

0訂査
‐
3~で ■

‐
だス

~J‐

フ
~で

■
~ぢ

マI【 る
‐
状態

~を
想

L.町 彙検で■壼
■よう

¨
一

で し た
。神

¨
」

な

に
ん
な
低
思

た
物

せ
た

に
と

品
ま

　
い
い

る

き

　

ら

よ

あ

ど

　

く

と

き
す
　
範
進

で
や
　
る
を

ｏ

，み
　
き

一
ね

が
が
な
施
パ
と

段
と
に
の

，う

施
こ
町
ど
で
よ

る
い
　
日
め

自
も

　
に
に

不
て
　
利
間

者
も
す

ん

，も

齢
を
や
ろ
と

て

高
さ

み
い
る

つ

由
住
　
な
と

る

ｏ

て
き

え

だ

考
く

て
で

つ
い

立
な

に
れ

場
忘

立
を

の
ち

人
持

の
気

す

の
い
そ

車

ｏ
ね

あ
め

が
初

ア
て

。

ド
ん
た

の
な
し

物

い
ま

み
く
り

飲

に
知

け

て

○ グル ー プ の 発 表終 了後 に意 見 交流

OGTの コメン トを聞 く

起 させ る

こ ざ くら荘職 員
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る
る
す

返
表

り
発

振

，

を
め

案
と

善
ま

改
を

た
え

え
考

考

で
で
プ

プ

一
一　
ル

ル
グ

グ

・

〇

ど け る

け を求
』崚柑「

り
ま
す
の

わ

や
い
囲
る

代
じ
車
周
め

ナ

　

く

付
る
広
す

を
す
を
く

プ
く
幅
な

一
低
の
を

口
を
路
差

ス
棚
通
段

す る

OGTの 講 話 を 聞 くし
う

思
よ

の
み

方

て
の
い

Ｔ
聞

Ｇ

を
◇

さ

い
よ

起
づ
る

想
基

て

を
に
も

る

こ

て

と

日

力

こ
て，な
つた躾

ぃ知狙
入，

縦一
“】

いいけ”

ＧＴ崚
い
。プ

○

う
た、　キ′　　ｏ

い
い
は

「
』
綱

持
感

を

気
値
と

Ｆ
価

こ

に
感
と
意

。

Ｔ
就
と

の
た

Ｇ
成

る

へ
せ

るす
つ
流

も
交

織

こ見 せ
，

の
Ｔ‐

へ
Ｇ

践
を

実
想，感

し
や

化
化

確
変

明
の

を

え
値
考

価

・

〇

つこ分
る

白
Ｆ
え

の
考

後

て

今

い

◇

け
な

せ

助
ん
ら

が

み
暮

い
　

，に

互
ば

せ

お
え
幸

。

合
が
る

◇ 今 日の 学 習 を振
り返 ろ う

ち
て

持

い

気
で

う

い
い
な

と
れ

う
忘

舗
裁
」

け
切
さ

助
大
だ

の
く

の
化

点
変

視

が
ん
気
う
と
合

は
る
で
を
助

。

段
み

の
よ

こ
け
で
き

ｏ
と
に

い

施

に
そ
た
る
助
り
で
る

こ
い
し

け
だ

だ
も

備
て

設

つ

。

・
な
だ

設
く
ん

施
よ
な

が
め

分
な

白
は

，
・」́
・一

も

こ
に
る

？

か
き
な

ほ
て
か

が
い

ち
薔

い

た
改
な

分

は
き

自

で
で

人

，考

る
ら
を

い
た
と

て
け

こ

つ
か
る

い

困

見
き
た

を

で
え

誰に対しても思いやりの気持
ちをもつていてくださいね。
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8 成 果 と 暉 ■

(1)地 域■颯 を生 か した体験活口の工夫

[成 果 ]

・ 地域の方 をグス トテ ィー チ ャー に迎 えた り,調 査

活動の場 を身近 な施設に設 定 した りす る ことによ

り,よ り興味 。関心 を もつて意欲 的に活動 に取 り

組 む ことができた。

・ グス トテ ィー チ ャー を 2回 招 くことに よ り,発表

活動の 中で相 手意識 が高 ま り,「 伝 えたい Jと い

う気持 ちを もたせ なが ら活動 を継続 させ ることが

できた。

[課 題 ]

・ グ ス トテ ィーチ ャーについて,単 元及び 単位時間の

す ることが必要であつた。 話 して もら う内容 を細か

る場 を増や した りす ることで,更 に効果的な活用が

ね らいに合 った役割 を さらに精選

く打 ち合わせ た り,児童 とかかわ

可能 になる と思われ る。

(2)指 導体口・ 方法の工夫

[成 果 ]

・ 地域 の方か ら介助方法 を学んだ り,車 いす利用者 の方 と触れ合 った りした後 に,実際

に車いす に乗 つて調査・ 活動す る ことに よ り,擬似的 ではあ るが ,当 事者 の思 い を感

じることがで きていた。

・ 4人 グループを,さ らに 2人 ずつ分け る ことに よ

り,グ ルー プ内での相互評価 が可能 にな り,発表 内

容 を更に深 め る ことができた。

。「疑似 体験→ 実際 に車いす を利用す る→体の不 自

由な方の思い を知 る」 とい う段階 を経 る ことに よ

り,「 学ぶ→ 考 え る→感 じる」とい う過程 を踏 む こ

とがで きた。

・ 問題 を解決 しよ うと した り,自 分 た ちがで きる こ

とを考 えよ うと した りす る意欲 を高め ることがで

きた。

[課題 ]

・ TTの活用 について,ね らいや 単位時 間内での動 き,視点が明確 ではな く,児 童の気

付 きな どを深 め させ る ことがで きなか った。

・ 単元 を通 した課題 が なかったため ,児 童 がその時 に行 ってい る活動の 目的や今後の見

通 しを もつ こ とが不足 していた。

（
単
え
終
了
時
の

児
童
の
感

起
よ
り

）

改
善
策

を
発
表
す
る
と
き
に
相

沢

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
直
接
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た

相
沢
さ
ん
や
谷
藝
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
し
、
大

切
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
よ
か
っ
た
で

一フ
。

（
単
え
終
了
時
の

兄
童
の
感

迅
よ
り
）

最
初
は
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
の
気
づ
か
い
や
パ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
手

伝
え
る

と
こ
ろ
を
手
伝
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
障
が
い
が
あ
る
、
な

い
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
、
い
な
い
と

い
２

とヽ
に
関
係
な
く
、
た
だ
「
困
っ

て
い
る
人
」
の
手
助
け

手

伝
い
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

―

"―



(3)伯口燿との日遭付けを目つた指導の工夫

[成果 ]

。「星野富弘 さんの生き方を学ぶ Jと い う道徳の

単元を事前に行 うことにより,「 障がい」=「不

幸ではない J,「 障がいがあつて も前向きに生き

ている人がいるJと い う視点を,単 元を通 して

もち続 けることができた。 また,読 書感想文の

中で本単元の内容を思い起こすなど,日 常への

意織化が見 られた。

[課題 ]

。「福祉分野Jに おいては,他学年 との系統的な

単元計目があるため,そ れを指導案に示す こと

確 になると思われる。

で,現単元でのね らいや活動がより明

今
ま
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
け
ど
、
町
に
は

車
い
す
の
人
に
は
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
逆
に
工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

●た
。

（
略
）

た
に
残
っ
て
い
る
さ
彙
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
「障
が
い
は
不
便
で
は
あ
る
が
不
幸
で
は

な
い
Ｌ

一
人

一
人
が
共
に
手
ら
す

一
人

一
人

の
人
間
な
ん
だ
」

（
略
）

体
が
不
自
由
で
も
、
必
ず
し
も
か
わ
い
そ
う

で
は
な
く
、
信
頼
で
き
る
仲
間
と
生
活
で
き
る

の
で
す
。

（
兄
童
の
焼
書
心
趙
文
よ
り
）
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Ⅳ 研究の成果と課題

1 道徳の時間の指導に関して

2 特別活動の指導に関して

3 総合的な学習の時間の指導に関して



目目
● 0朧 閃 ‐ b臼 出 陸 LLニ ュ 菫 ヒ J‐ 塾 日 ‐ 自 ‐ 凶 菫 習 圏 L二 Jじ

…

υ

今年度は,「 木来を拓 く力を育成す る『 心の教 育』 の実践的研 究～「1分 を 見つめ他 tL性

かにかかわ る力を養 うために～Jの 研 究 l:題 につ いて , 2イ11次 の研 究 を推 illし て きた .

前年度の成 果 と課題 を41か し研 究 を深 y)る べ く,指 導体制1と 方法の 11人 に Tl点 を rrき
,

他領域 との関連付 けを図 りなが ら,理 論研修 と研 究協 力校・ 研究 協 力 iミ に よる検il授 業を

行った。その結 果,次 の成 果 とi.R題 を明 らかにす ることがで きた。

現 点 | 道縫 の時間の指半に関 して

|■ ■ |■ ■■ ■■■|■ ■|

0年■0■●: 自●0饉口や●え力●生力し-0中 で・●mm● ●●くく0指●の工夫

子供の実態と学校の特色を考え,身に付けさせるべき道徳的価値に沿つた資料

の活用や指導方法の工夫を実践することができた。

教師が自作した資料は,学校行事として行われる球技大会を題材 としたもので

あった。話合い活動の過程で意見が異なつたり,自 らの意見を示すことをためら

ったりするなど,子供たちが日常的に経験 し実感を伴つて読むことのできる内容

に工夫されていた。そのため,子供たちは関心をもつて資料を読み登場人物の心

情を十分理解 した上で自らを振 り返 り,さ らに意見交流によつて考えを深めるこ

とができた。

意見交流については,小集団での話し合い活動を十分行つた後に,短冊や掲示

物を活用して全体交流を行つた。学級の実態に照らし合わせ効果的な指導方法を

I夫 したことにより,子供たち一人一人が自分の問題としてとらえ,自 主・自律

や公正・公平などの道徳的価値について考えを深めることができた。

これまで子供たちが特別活動などの他領域で経験 してきた 「自分の考えに責任

をもつこと」について,道徳の時間において深化することができたことも大きな

成果の一つであつた。

道徳の時間に活用する資料については,様々な工夫や配慮が求められることが

再確認された。本年度の実践においては,子供たちの実態を重視し自作資料を活

用した。特に自作資料の場合,身に付けさせたい道徳的価値を明らかにした上で ,

ねらいに迫ることのできる臨場感ある資料を作成できるよう意図することが大切

である。

話し合い活動を行 う場合,そ のねらいに沿つたグループ構成を講 じる必要があ

る。個々の子供の実態を加味 しグループの人数も熟慮 した上で,最 も効果的な指

導方法を実践することが重要である。

道徳の時間の指導については,他の教科や領域との位置付けを計画的に行い
,

それぞれの道徳的価値を重点化 して配列することが求められる。そのことによつ

て,道徳的心情や判断力,実践的態度はさらに深められるよう計画的道徳教育

行 うことが必要である。

―
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視 点 2 特別治動の指導に関して

●年●0■点 : ●らの●え●Hし 日●‐ えe口め●中で。生■には■6くm力 ●●ラ
籠80工表

生徒会活動の一環として行つてきた地域の除雪活動について考える学習は,既
存の活動を生かし豊かな`い をはぐくむ有意義な取組であった。恒例化 した学校行
事の意義を見直し,よ りよいものにしようとする活動は,子供の意欲喚起につな
がつた。また,各 自が考え学級で話し合つた改善案を要請書にまとめ,生徒会本
部に提案することを前提としてお り,自 らの取組が学校生活に役立てられる充実
感にもつながった。

また,地域の人々とのかかわりを題材 としたことで,他者と支え合い生きるこ
とについて考え,道徳の時間など他領域 との関連付けも深められた。さらに,総
合的な学習の時間における壁新聞づくりなどに,本実践を生かすことも考えら
れ,道徳教育の充実という観点から有意義な取組となった。

視 点 3 健合的 な学習の時 間の指 導 に関 して
■■■|■ ■|

地域の商店や公共施設について調査活動 し,ま た地域の方をグス トティーチャ
ーとして招き,テ ィームティーチングを行 うなど,地域環境を有効活用 したこと
で大きな学習成果がもたらされた。グス トティーチャーの指導協力は 2回にわた
り行われたため,子供たちの変容に対する評価が,客観的に説得力をもつて行わ
れた。調査活動においても,複数教師によるティームティーチングを実践 したた
め,子供たちの気付きを支援 したり発表活動における見取りや評価を詳細に行っ
たりすることができた。

発表活動に関 して,各 グループを更に 2つに分け発表に取 り組ませたことで ,

グループ内での相互評価が行われ考えの深まりが見られたり,全体での発表活動
に互いの意見が生かされたりと学習効果が高まった。
道徳の時間に体の不自由な人について考えたことで,車いすの体験活動の中で

子供たちの思考が深まるなど,他領域と関連によって充実した学習が行われた。

グループにおける話合い活動を行 う場合,その目的を子供たちに明確に理解さ
せることが重要である。そのことにより,単なる意見交流にとどまらせず,話合
いの中で意見を相互評価 し考えを深め合 う点に,集団活動の一つの意義がある。
また,話合い活動を支援するための指導体制としてティームティーチングを実践
する場合は,そ の方法を吟味することも大切である。教師がそれぞれの担当グル
ープを決め支援や見取りを行 うことで,話合い活動が更に充実 したものとなるこ
とも考えられる。

各学校で行われている特別活動の中には,豊かな心をはぐくむために大きな役
割を担 う活動が多くある。そのため,子供の実態を踏まえ身に付けさせたぃ道徳
的価値を明確にし,他領域と関連させた特別活動を計画的に行 う必要がある。

0年口0■自 : 
―

●‐ ●生オ

ー

6う中で,生●-2● Hを はくく
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他教師やグス トティーチャーとのティームティーチングについては,指導の目

的や支彙方法などを吟味し指導体制を集くことで,高い学習効果が期待できる。

そのためには,単元を通した目標や計画を明凛にすることが必要であり,日標や

朦■に照らし,最も効果的な指導体制・方法を工夫することが重要である。

総合的な学習の時間においては,具学年で同一のテーマに基づいた学習を行う

場合もある。他学年の活動との目連を踏まえ,系統的に学習を進めることが必要

である。

■■■■■■■■

■■■■■■
■■■■口■■■■

■■口■■■■

小学校学習指導要領 (平成 10年 12月 告示 )

中学校学習指導 要領 (平 成 10年 12月 告示 )

“

‖路教 育研 究所 研 究紀要 第 57集 ,第 58集 ,第 59集

十勝教 育研 究所 研 究紀 要 No.198,No 200

石狩教育研 究所 研 究紀要 第 185号

後志教 育研修セ ンター 研 究紀 要 No 73

北海道空知教育セ ンター 研 究紀 要 第 178号
「第 15回  北海道生活科・ 総合的な学習教育研 究大会 大会紀要」

「平成 16年 度 研 究紀要 苫前町 立力昼小学校 J

「留萌管内生活科・ 総合的な学習研 究会 第 4回 実践交流会 議演資料」

「小学校 学習指導要領解説 特別活動編 」 文部科学省

「小学校学習指 導要領 の展開」 官川 人岐編著 明治 図書

「中学校学習指 導要領 の展 開 道徳編 」 七條正典編 著 明治図書

「中学校学習指導要領の展開 特別活動編J 森嶋昭伸・ 鹿嶋研之助編著 明治図書

「中学校学習指導要領の展BB 総合的学習編」 山極隆編著 明治図書

「学級活動の年間始動計画 と展開 小学校低学年」 宇留田敬一編 明治図書

「学習活動の指導過程 小学校低学年J 成 田國英編 明治図書

「小学校・キャリア教育のカリキュラムと展開案J 児島邦宏・三村隆男編 明治図書

「道徳 と総合的学習で進める心の教育J 諸富祥彦・尾高正浩編著 明治図書

「総合的な学習に活かす ポー トフォ リオがよくわかる本」 小田勝己 学事出版

「中学校『 総合的な学習の時間』研究の手引J 児島邦宏・佐野金吾編 明治図書

「資質・能力を育てる 中学校道徳編J 七條正典・谷合明雄・峯川一義・山田一彦編著 明治図書

「中学校 特別活動 +総 合的学習の展開プラン集」 渡部邦雄編  明治図書

「ティーム・テ ィーチングを生か した総合的な学習の実践」 切持勉編著 明治図書

「教育展望」20037,20038                       ■
■「指 導 と評価 」20065,2007.7
■

「特 別 活 動 研 究 」 20063,200612                   口■

「初 等 教 育 資料 J2004.9,2007.7,20078,2007.10           ::
■■

■■■■■■

■■■■■■■■
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あ と が き

昨年度,新 たな研究主題 「未来を拓 く力を育成する『 心の教育』の実践的研究Jを 設定

し,そ の成果 と課題 を基にスター トした 2年 次の研究で した。今年度は,道 徳,特別活動 ,

総合的な学習の時間の各領域 とも指導体制 と方法の工夫に焦点を当て,理論研究を進める

とともに,研 究協力校 と研究協力員の先生に検証授業を提供 していただき,活発な議論を

行いなが ら研究を深めてまい りま した。

この度 ,今 年度の研究成果を『 研究紀要』第 13号 としてまとめることができま した。

これ もひ とえに,共 同研究推進のために御尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様

方,そ して,今年度検証授業を提供 して くだ さつた,幌延小学校,天塩中学校,鬼鹿中学

校の御理解 と御協力によるもの と心 より感謝申 し上げます。

また,紀要発行に当た り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきま したことに対 し

ま しても,重 ねて御礼申 し上げます。管内教育の充実のため,本 書を広 く御活用いただけ

ると幸いです。

来年度は,本研究のまとめの年に当た ります。 3領 域の連携 を図つた指導の工夫を中心

に,こ れ までの成果を生か し,課題 を改善 しなが ら充実 した研究内容 とな ります ように努

力 してまい りたい と思います。今後 とも当研究所に対 しま して,変 わ らぬ御指導,御 協力

のほどよろ しくお願い申 し上げます。

平成 20年 3月

研 究紀要 第 13号
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未来セ拓く力を育成する「心の歓冑」の実目的研究
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